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世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©
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日
本
の
外
務
省
国
連
機
関
人

事
セ
ン
タ
ー
は
、
35
歳
以
下
の

若
手
の
日
本
人
に
対
し
て
原
則

２
年
間
国
際
機
関
で
勤
務
経
験

を
積
む
機
会
を
提
供
す
る
Ｊ
Ｐ

Ｏ
︵Junior Professional 

O
fficer

︶
派
遣
制
度
の
登
録

を
現
在
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

制
度
は
、
各
国
政
府
が
費
用
を

負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
国
際

機
関
が
若
手
人
材
を
受
け
入
れ

る
も
の
。
採
用
試
験
の
事
前
登

録
期
限
が
今
月
25
日
に
迫
っ
て

い
る
。
海
外
在
住
の
日
本
人
も

登
録
が
可
能
だ
。
応
募
条
件
は

35
歳
以
下
で
大
学
院
修
士
号
取

得
、
職
歴
２
年
以
上
、
英
語
力

が
あ
る
日
本
国
籍
所
有
者
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
時

間
の
今
月
20
日
︵
土
︶
午
後
10

時
か
ら
11
時
15
分
ま
で
︵
米
東

部
時
間
同
日
午
前
８
時
か
ら
９

時
15
分
ま
で
︶
第
３
回
目
の
Ｊ

Ｐ
Ｏ
制
度
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　

申
し
込
み
方
法
は
、
登
録
専

用
ア
ド
レ
ス
︵irc-sem

inar@
m

ofa.go.jp

︶
に
︵
１
︶
20
日

と
記
載
︵
２
︶
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
︵
３
︶
所
属
︵
大
学
名
、
会

社
名
な
ど
︶︵
４
︶
質
問
︵
任
意
︶

を
記
載
。

　

Ｊ

Ｐ

Ｏ

派

遣

制

度

は
、

１
９
６
１
年
の
国
連
経
済
社
会

理
事
会
決
議
に
よ
り
設
け
ら

れ
、
各
国
政
府
の
費
用
負
担
を

条
件
に
国
際
機
関
が
若
手
人
材

を
受
け
入
れ
る
制
度
。
日
本
も

外
務
省
を
含
む
複
数
の
省
庁

が
、
国
連
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
機
関
に
派
遣
を
実
施
し
て
い

る
。
外
務
省
で
は
、
74
年
か
ら

同
制
度
に
よ
る
派
遣
を
開
始

し
、
こ
れ
ま
で
の
累
計
派
遣
者

数
は
１
７
０
０
人
以
上
。
Ｊ
Ｐ

Ｏ
は
派
遣
期
間
中
に
、
国
際
機

関
職
員
と
し
て
必
要
な
知
識
・

経
験
を
積
み
、
派
遣
期
間
終
了

後
に
正
規
採
用
を
得
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
自
動

的
に
国
際
機
関
の
正
規
職
員
と

な
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
派
遣
期
間
終
了
後

に
正
規
職
員
と
な
る
た
め
に

は
、
通
常
の
手
続
き
に
従
っ
て

空
席
ポ
ス
ト
に
応
募
し
て
採
用

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｏ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
正

規
職
員
と
同
様
の
勤
務
経
験
が

得
ら
れ
る
こ
と
や
、
派
遣
期
間

中
に
培
っ
た
勤
務
経
験
や
人
脈

を
活
か
し
て
次
期
ポ
ス
ト
獲
得

に
向
け
た
活
動
が
で
き
る
こ

と
。
外
務
省
の
サ
ポ
ー
ト
が
得

ら
れ
る
こ
と
。

　

人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
分

野
は
、
開
発
・
人
権
・
人
道
・

教
育
・
保
健
・
平
和
構
築
の
分

野
に
加
え
、
Ｉ
Ｔ
、
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ス
、調
達
、法
務
、財
務
、

広
報
、
人
事
、
会
議
管
理
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
︵
M
＆
E
︶

環
境
、
工
学
、
理
学
、
農
学
、

薬
学
、
建
築
、
防
災
な
ど
。

国
連
職
員
へ
の
登
竜
門

　

米
国
中
小
企
業
庁︵
Ｓ
Ｂ
Ａ
︶

は
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
損
失
を
被
っ
た
中
小
企
業

向
け
の
支
援
策
﹁
給
与
保
護
プ

ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｐ
Ｐ
Ｐ
︶﹂
の
第

２
回
目
の
申
請
の
受
け
付
け
を

実
施
し
て
い
る
。
昨
年
の
前
回

応
募
し
た
企
業
も
、
条
件
次
第

で
は
2
回
目
の
申
請
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
措
置
は

２
０
２
０
年
末
に
成
立
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
追
加
対
策
法
に
基
づ

い
て
承
認
さ
れ
た
予
算
で
復
活

し
た
も
の
で
3
月
31
日
が
申
請

の
締
め
切
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
昨
年
3
月
に
成
立

し
た﹁
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
支
援
・

救
済
・
経
済
安
全
保
障
︵
Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
︶
法
﹂
に
基
づ
い
て
導

入
さ
れ
た
救
済
措
置
で
、
支
出

に
関
し
て
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
、
融
資
の
全
額
ま
た
は
一

部
の
返
済
が
免
除
さ
れ
る
た
め

利
用
者
の
多
い
支
援
策
だ
っ
た

が
、
1
回
目
の
申
請
が
8
月
8

日
で
締
め
切
ら
れ
た
。
今
回
、

２
０
２
０
年
末
成
立
の
法
律
で

Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
２
８
４
０
億
ド
ル
が

充
て
ら
れ
た
こ
と
で
再
開
さ
れ

た
。　
　
　

　︵
４
面
に
続
く
︶

Ｊ
Ｐ
Ｏ
制
度
登
録
を
実
施
中

　

五
番
街
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

セ
ン
タ
ー
前
で
ビ
ル
頂
上
を
見

上
げ
る
人
の
彫
像
は
、
米
国
モ

ン
タ
ナ
州
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
ト
ム
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の

代
表
作
シ
リ
ー
ズ
﹁
見
上
げ

る
﹂。
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
の
ア
ル

ミ
箔
食
器
な
ど
を
素
材
の
モ
チ

ー
フ
に
し
て
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ

ー
ル
で
作
ら
れ
た
高
さ
約
３
メ

ー
ト
ル
の
人
間
像
は
、
食
器
や

ボ
ウ
ル
な
ど
の
ア
ル
ミ
箔
の
残

像
が
肉
体
形
成
の
随
所
に
表
現

さ
れ
て
い
る
。

　

フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏
は
﹁
自
分

を
超
え
て
、驚
異
、発
見
、畏
怖
、

そ
し
て
積
極
性
に
取
り
組
む
と

い
う
要
求
を
表
し
て
い
る
﹂
と

創
作
の
意
図
を
語
る
。
天
を
仰

ぎ
見
る
時
、
人
は
何
を
思
う
の

か
。
過
去
か
ら
未
来
へ
。
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
下

を
向
い
て
悔
や
む
よ
り
、
こ

れ
か
ら
起
こ
っ
て
欲
し
い
こ

と
を
願
っ
て
上
を
向
く
。
そ

ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
展
示
は
３
月
19
日

ま
で
。　

︵
写
真
・
三
浦
良
一
︶

見
上
げ
て
ご
ら
ん
天
高
く

給
与
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｐ
Ｐ
Ｐ

第
２
回
目
受
け
付
け
を
開
始

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:irc-seminar@mofa.go.jp
http://www.sumitomo-ny.com
https://syscomgs.com/en/
https://syscomgs.com/en/
https://nipponexpressusa.com/


NY相談サービスデスク開設のお知らせ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
昨
今
、
ア
メ
リ
カ
の
高
い
医
療
費
に
将
来
の
ア

メ
リ
カ
で
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
は
、
日
本
帰
国
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
﹁ FURUSA

TO
 PRO

JEC
T

﹂
の
一
員
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
相
談
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
﹁
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
か
ざ
ぐ
る
ま
﹂

が
日
本
全
国
に
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
皆
様
が
想
像
す
る
﹁
日
本
で
過

ご
す
幸
せ
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
﹂
の
実
現
の
お
手
伝
い
を
全
力
で
し
て
参
り
ま
す
。

「FU
R
U
S
A
T
O
 P
R
O
J
E
C
T

」

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
無
料
会
員
募
集
！

　

今
後
弊
社
で
は
、
日
本
の
専

門
家
に
よ
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
定
期
的
な
開
催

︵
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
が
安
全
に

な
れ
ば
実
際
に
会
場
を
借
り
て

の
Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
も
検
討
︶
を

は
じ
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
様
々
な

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す

が
、
一
方
通
行
な
情
報
提
供
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
Ｎ
Ｙ

地
区
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
同

士
が
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
悩

み
を
シ
ェ
ア
し
た
り
情
報
交
換

が
で
き
る
﹁
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
﹂
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
際
し
て
、
た
だ
い
ま
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
登
録
い
た
だ

き
ま
す
と
、
役
立
つ
情
報
を
こ

ま
め
に
得
ら
れ
る
ほ
か
、
個
人

相
談
で
ご
希
望
に
添
っ
た
具
体

的
な
情
報
︵
一
部
有
料
︶
も
入

手
で
き
ま
す
。

＊
注
：
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁F

U
R

U
SA

T
O

 P
R

O
J-

E
C

T

﹂
は
、
特
定
の
介
護
施
設

へ
の
契
約
獲
得
を
目
的
に
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
日
本
帰
国
後
も
ご
自

宅
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
﹁
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ア
ダ
ル
ト
﹂
の
皆
様

の
会
員
登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECTについてのお問い合わせ、
NYコミュニティ（無料）会員登録については、
NY相談デスク担当／ニューヨーク生活プレス社

社長　久松　茂まで、Eメールでご連絡ください。

hisamatsu@nyseikatsu.com
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で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

﹁FO
R T

H
E Y

O
U

N
G

〜
﹂

の
ス
タ
ー
ト
が
何
年
だ
っ
た
か

は
不
明
だ
が
、
わ
た
し
が
Ｖ
Ａ

Ｎ
入
社
し
た
１
９
６
１
年
に
は

織
ネ
ー
ム
や
紙
袋
に
﹁FO

R 
T

H
E Y

O
U

N
G

﹂
は
付
い
て

い
た
。
書
体
も
あ
れ
だ
っ
た
。

　

黒
・
赤
・
黒
で
Ｖ
・
Ａ
・
Ｎ

は
分
か
り
や
す
く
、
し
か
も

強
い
書
体
だ
。
あ
の
文
字

は
、
進
駐
軍
の
キ
ャ
ン
プ
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

﹁ST
EN

CIL

︵
刷
り
込
み
印

刷
︶﹂
を
使
っ
た
刷
り
込
み
文

字
を
そ
っ
く
り
い
た
だ
い
た
モ

ノ
。
軍
用
文
字
は
白
、
黄
色
が

多
い
が
、
石
津
は
黒
と
赤
で
イ

ン
パ
ク
ト
を
強
め

た
。

　

Ｖ
・
Ａ
・
Ｎ
だ

け
で
は
寂
し
い
の

で
﹁F

O
R

 T
H

E 
Y

O
U

N
G

 A
N

D
 

T
H

E
 Y

O
U

N
G

-
A

T
-H

EA
RT

﹂
を

加
え
た
。
若
者
だ

け
の
モ
ノ
で
は
な

い
、
心
は
若
い
万

年
青
年
を
も
引
き

込
む
た
め
な
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
ヤ
ン
グ
・
ア
ッ
ト
・
ハ

ー
ト
の
石
津
ら
し
い
し
ゃ
れ
た

コ
ピ
ー
。
ヤ
ン
グ
だ
っ
た
わ
た

し
も
い
つ
の
間
に
か
、
ヤ
ン
グ
・

ア
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

︵
お
わ
り
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　

作
詞
・
内
村
直
也
、
作
曲
・

中
田
喜
直
。
こ
の
曲
の
初
出

は
１
９
５
１
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
で
放
送
さ
れ
た
連
続
放

送
劇
﹁
え
り
子
と
と
も
に
﹂

の
挿
入
歌
だ
っ
た
。
高
英
男

の
歌
唱
に
よ
り
レ
コ
ー
ド
も

制
作
さ
れ
ヒ
ッ
ト
し
た
。
多

く
の
歌
手
に
よ
っ
て
カ
バ

ー
さ
れ
て
い
る
﹁
日
本
の

歌
﹂
だ
が
、
今
回
は
昭
和
を

代
表
す
る
日
本
の
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
、
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク

ス
の
歌
声
で
。
忘
れ
て
い
た

何
か
を
思
い
出
す
は
ず
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

443

雪
の
降
る
町
を

ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
版

 

星
の
島
句
会

閉
じ
こ
も
り
米
底
を
つ
く
余
寒
か
な  

豊
島
キ
ヌ

濃
さ
の
増
す
硯
の
中
の
余
寒
か
な 

中
村
洋
子

高
楼
の
都
に
如
月
の
月
豊
か 

長
谷
川
久
美
子

猫
の
恋
サ
フ
ァ
イ
ア
の
眼
と
ヒ
ス
イ
の
眼 

深
雪

雑
草
に
国
籍
は
な
し
春
北
風 
森
本
由
美
子　

hoshinoshima819@
gmail.com

364：心は若い万年青年たちへ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
関
本

美
空
の
作
品
展
示
会
が
21
日

︵
日
︶
か
ら
３
月
７
日
︵
日
︶

ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
の
ヘ
ア
ー
サ

ロ
ン
・
千
︵
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
街
３
１
３
番
地
︶
で
開
催
さ

れ
る
。

　

関
本
は
１
９
９
８
年
神
奈
川

県
生
ま
れ
。
２
０
１
６
年
に
来

米
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の

大
学
で
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ツ
を
専

攻
、
水
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、

油
彩
画
、
彫
刻
、
Ｖ
Ｒ
作
品
な

ど
の
作
品
を
精
力
的
に
制
作

し
展
覧
会
に
出
展
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

工
科
大
学
︵
Ｆ
Ｉ
Ｔ
︶
を
卒
業

し
、
現
在
は
、
作
品
制
作
を
続

け
な
が
ら
彫
刻
家
ピ
ー
タ
ー
・

コ
イ
ン
の
メ
イ
ン
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
務
め
て
い
る
。
同
展
で
は

主
に
油
彩
画
と
水
彩
画
の
作
品

を
出
展
す
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://m

ikus.art.
blog/

を
参
照
。

関本美空
作品展示会
ヘアーサロン・千で

　

草
間
彌
生
の
展
覧
会
﹁
Ｋ
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ａ
・
コ
ス
ミ
ッ
ク
ネ
イ

チ
ャ
ー
﹂
が
４
月
10
日
︵
土
︶

か
ら
10
月
31
日
︵
日
︶
ま
で
半

年
間
に
わ
た
り
、
ブ
ロ
ン
ク
ス

に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
物
園

︵
Ｎ
Ｙ
Ｂ
Ｇ
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

同
展
は
昨
年
５
月
か
ら
開
催
予

定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
た

め
に
延
期
さ
れ
て
い
た
。

　

開
催
期
間
中
は
、
草
間
の
代

表
的
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

作
品
﹁
ナ
ル
シ
ス
の
庭
﹂
や 

﹁
イ

ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
・
ミ
ラ
ー
ル
ー

ム
﹂、
水
玉
模
様
の
巨
大
な
花

の
オ
ブ
ジ
ェ
﹁
生
命
賛
歌
ー
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
﹂
の
ほ
か
、
同
展

の
た
め
に
制
作
し
た
新
作
の
絵

画
や
彫
刻
な
ど
、
Ｎ
Ｙ
Ｂ
Ｇ
屋

内
外
の
広
大
な
敷
地
を
使
っ
て

展
示
さ
れ
る
。

　

会
員
向
け
チ
ケ
ッ
ト
は
３
月

11
日
︵
木
︶
か
ら
、
一
般
チ
ケ

ッ
ト
は
同
16
日
︵
火
︶
か
ら
Ｎ

Ｙ
Ｂ
Ｇ
公
式
サ
イ
ト
で
販
売
開

始
と
な
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

ト w
w

w
.nybg.org/

event/kusam
a/

を
参
照
。

Kusama with Pumpkin, 
2010 © YAYOI 

KUSAMA. Courtesy of 
Ota Fine Arts, Tokyo / 

Singapore / Shanghai; 
Victoria Miro, London; 

David Zwirner, 
New York

草
間
彌
生
Ｎ
Ｙ
展 ブロンクスのNY植物園で4月10日から

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
https://www.nybg.org/event/kusama/
https://mikus.art.blog/
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://www.restaurantnippon.com/
tel:2019438003
https://www.youtube.com/watch?v=_-53iLSJWfU
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
現
在
レ

ス
ト
ラ
ン
の
営
業
は
ア
ウ
ト
サ

イ
ド
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
寒

い
日
な
ど
は
、
換
気
を
し
な
が

ら
暖
房
も
欠
か
せ
な
い
と
い
う

悪
戦
苦
闘
の
毎
日
が
続
い
て
い

る
。
そ
ん
な
中
で
寿
司
カ
ウ
ン

タ
ー
を
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
に
引
っ

張
り
出
し
て
板
前
が
客
の
目
の

前
で
握
る
店
も
出
て
き
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
東
51
丁
目
の

SU
SH

I A
N

N

で
は
、
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
鎌
田
エ
ル
さ
ん
が

ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
か
ら
買
い
求

め
て
き
た
と
い
う
一
枚
板
の
カ

ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
が
ア
ウ
ト

サ
イ
ド
小
屋
の
中
央
に
ド
カ
ン

と
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ボ
ー
ド
で
板
前
と
仕
切

ら
れ
た
寿
司
カ
ウ
ン
タ
ー
に
客

が
３
人
。
足
元
の
ヒ
ー
タ
ー
と

天
井
の
換
気
で
気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
高
橋
紀
之
板
長
の
お
ま
か

せ
を
楽
し
ん
で
い
た
。﹁
こ
こ
、

い
つ
も
は
車
が
通
っ
て
い
る
場

所
と
は
思
え
な
い
ね
。
こ
こ
で

寿
司
デ
ラ
ッ
ク
ス
と
か
言
っ
た

ら
怒
ら
れ
る
よ
ね
﹂
と
お
客
さ

ん
達
か
ら
笑
い
が
起
こ
っ
た
。

　

ア
ウ
ト
サ
イ
ド
は
完
全
個
室

が
３
部
屋
あ
り
、
予
約
に
応
じ

て
そ
の
日
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
決

め
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
昨
年

10
月
に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
カ
ウ
ン

タ
ー
席
で
の
接
客
が
可
能
に
な

っ
た
が
す
ぐ
に
ア
ウ
ト
ド
ア
の

み
の
規
制
と
な
り
、
年
明
け
か

ら
感
染
率
が
安
定
し
て
き
た
こ

と
か
ら
ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州
知
事
が

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
か
ら
２
日

前
倒
し
し
た
12
日
か
ら
店
内
25

％
の
営
業
再
開
を
許
可
し
た
。

アウトサイドに

すしカウンター

SUSHI ANN

　

大
戸
屋
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

店
︵
西
41
丁
目
１
４
１
番
地
︶

は
、
日
本
の
お
い
し
い
お
米
で

つ
く
っ
た
お
に
ぎ
り
の
店
頭
販

売
を
３
月
７
日
︵
日
︶
ま
で
期

間
限
定
で
行
っ
て
い
る
。

　

素
材
と
店
内
調
理
に
こ
だ
わ

り
日
本
の
定
食
を
提
供
す
る
ご

は
ん
処
・
大
戸
屋
の
人
気
商
品

﹁
牛
す
き
焼
き
﹂﹁
と
り
黒
酢
﹂

﹁
鯖
塩
焼
き
﹂
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
が
、
お
に
ぎ
り
の
具
で
楽
し

め
る
。
お
米
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
初
の
日
本
産
米
専
門
店
・
精

米
所
の
ラ
イ
ス
・
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
か
ら
仕
入
れ
た
新
潟
県
産
こ

し
い
ぶ
き
、
海
苔
は
愛
知
県
産

の
香
ば
し
い
高
級
海
苔
を
使

用
。
お
に
ぎ
り
単
品
︵
３
ド
ル

75
セ
ン
ト
〜
︶
の
ほ
か
、
枝
豆

セ
ッ
ト
︵
お
に
ぎ
り
２
個
、
枝

豆
、
味
噌
汁
、
お
新
香
、
９
ド

ル
99
セ
ン
ト
︶
や
、
唐
揚
げ
セ

ッ
ト
︵
お
に
ぎ
り
２
個
、
唐
揚

げ
、
味
噌
汁
、
お
新
香
、
10
ド

ル
99
セ
ン
ト
︶、
お
に
ぎ
り
10

種
類
盛
り
合
わ
せ
の
豪
華
パ
ッ

ク
も
用
意
し
て
い
る
。

　

店
頭
販
売
は
毎
日
午
前
11

時
30
分
か
ら
午
後
２
時
ま
で
。

オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
ダ
ー
・
デ

リ
バ
リ
ー
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://ootoya.us/

か
ら
。

　

１
月
25
日
か
ら
31
日
ま
で
の

予
定
で
ス
タ
ー
ト
し
た
毎
年
恒

例
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ィ
ー
ク

が
、
好
評
に
よ
り
期
間
を
２

月
28
日
︵
土
︶
ま
で
延
長
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
年

はT
o-G

o

︵
持
ち
帰
り
︶
の

み
と
い
う
初
の
試
み
で
、
ラ
ン

チ
、
デ
ィ
ナ
ー
と
も
に
メ
イ
ン

と
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
１
品
ず

つ
の
セ
ッ
ト
を
20
ド
ル
21
セ

ン
ト
で
提
供
。
今
回
は
通
常

２
０
０
０
ド
ル
以
上
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
の
参
加
費
が
無
料
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
史
上
最
高

数
の
５
７
０
店
以
上
が
参
加
し

て
い
る
。
ま
た
ス
ポ
ン
サ
ー
の

マ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
が
、
事
前
に

公
式
サ
イ
ト
か
ら
登
録
し
た
マ

ス
タ
ー
カ
ー
ド
で
支
払
い
を
す

る
と
、
１
回
に
つ
き
10
ド
ル
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
も
ら
え

る
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実

施
し
て
い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トw

w
w

.nycgo.com
/

restaurant-w
eek

を
参
照
。

レ
ス
ト
ラ
ン
週
間

2
月
末
ま
で
延
長

大戸屋タイムズスクエアで
大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

ライスファクトリー

https://ootoya.us/
https://ootoya.us/
https://ootoya.us/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.nipponclub.org/
https://www.nycgo.com/restaurant-week/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.maxjob.com/
https://jp.lyceumkennedy.org/
http://kkobo.com/
http://op-ed.jp
https://www.mtckitchen.com
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

写
真
は
、ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
屈
指
の
優
良
教
育
学
区
の
町
、

リ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
の
１
軒
家
。
同
町
で
も
高
級
住
宅
街
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
ウ
イ
ラ
ー
ド
小
学
校
区
地
区
の
４
寝
室
２
・
５
バ
ス
の

邸
宅
。
１
９
７
０
年
台
に
建
築
さ
れ
た
重
厚
な
造
り
は
、
今
で
は

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
贅
沢
な
素
材
の
柱
や
床
を
は
じ
め

と
し
て
、
特
筆
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
豊
富
に
あ
る
。

　

玄
関
口
か
ら
入
る
と
、

右
側
に
は
吹
き
抜
け
の
大

き
な
カ
ジ
ュ
ア
ル
リ
ビ
ン

グ
ル
ー
ム
、
左
に
は
フ
ォ

ー
マ
ル
リ
ビ
ン
グ
と
そ
れ

に
続
く
フ
ォ
ー
マ
ル
ダ
イ

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
奥
に
カ

ジ
ュ
ア
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ

ッ
チ
ン
と
続
く
。
ラ
ン
ド

リ
ー
ル
ー
ム
も
こ
の
フ
ロ

ア
に
あ
る
の
で
便
利
だ
。

　　

こ
の
家
の
一
番
の
特
徴

が
広
々
と
し
た
パ
テ
ィ
オ

ル
ー
ム
。
ス
タ
ジ
オ
、
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
ル
ー
ム
、
ア

ト
リ
エ
な
ど
多
目
的
に
使

え
、
開
放
し
て
大
勢
の
パ

ー
テ
ィ
ー
も
で
き
る
。

　
　

　

２
階
に
は
ゆ
っ
た
り
ス
ペ
ー
ス
の
マ
ス
タ
ー
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と

３
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
踊
り
場
に
は
デ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
ゆ
と
り

の
間
取
り
。
地
下
室
に
は
セ
パ
レ
ー
ト
ド
ア
の
２
台
分
収
容
の
ガ

レ
ー
ジ
が
あ
り
、
敷
地
内
ス
ペ
ー
ス
と
合
わ
せ
る
と
６
台
駐
車
が

可
能
。
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
向
き
の
家
だ
。
価
格
は
89
万
ド
ル
と
買

い
求
め
安
い
値
段
だ
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
４
７
６
・
６
５
５
１
、

Ｅ
メ
ー
ルm

hueno@
redacinc.com

、
上
野
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
リ
ロ
リ
ダ
ッ
ク
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ
フ
ィ
ス
︶

郊
外
の
広
々
と
し
た
邸
宅

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
か
ら
郊
外
へ
移
住
す
る
ト

レ
ン
ド
が
続
く
な
か
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ア
パ
ー
ト
で
は
空
室

数
が
増
え
、
オ
ー
ナ
ー
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
年
に
入
っ
て
１
月
中

旬
く
ら
い
か
ら
、
物
件
を
求
め

る
テ
ナ
ン
ト
の
動
き
が
顕
著
に

出
て
き
ま
し
た
。

　

一
番
人
気
の
間
取
り
は
２
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
で
す
。
弊
社
で
管

理
し
て
い
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

物
件
は
、
こ
れ
ま
で
空
室
の
状

態
が
長
く
続
い
て
い
ま
し
た

少
し
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
賃
貸
市
場

が
、
急
に
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の

物
件
に
申
し
込
み
が
殺
到
し
、

最
終
的
に
は
取
り
合
い
に
な
る

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
在
宅

勤
務
の
定
着
に
よ
り
広
い
間
取

り
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
春
先

よ
り
オ
フ
ィ
ス
を
再
開
す
る
予

定
の
企
業
が
出
て
き
た
り
、
賃

料
が
底
値
を
打
っ
て
い
る
の
で

は
と
い
う
憶
測
が
あ
っ
た
り
と

理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
２
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
す
。
こ
れ
に
対
し

て
一
部
の
ス
タ
ジ
オ
や
１
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
で
は
テ
ナ
ン
ト
離
れ

が
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

間
取
り
に
お
住
ま
い
の
方
に

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
契
約
更

新
の
際
に
賃
料
交
渉
の
余
地
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
本
か
ら
新
規
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
へ
赴
任
さ
れ
る
方
の
賃
貸

住
宅
探
し
に
関
し
て
、
現
在
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
隔
離
期
間

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本

出
発
前
１
〜
３
日
の
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
須
さ

れ
る
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
到
着
後
４
日
目
の
検
査
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
渡
米
後
の

検
査
結
果
が
陰
性
な
ら
そ
の
時

点
か
ら
隔
離
が
解
除
と
な
り
ま

す
。
検
査
を
受
け
て
い
な
い

場
合
は
10
日
間
の
自
主
隔
離

︵stay hom
e

︶
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
隔
離
期
間
中
で
も

住
ま
い
探
し
を
始
め
た
い
場
合

は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
内
覧
で
物
件

見
学
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
内
覧
は
、
今
回
の

コ
ロ
ナ
を
機
に
か
な
り
定
着

し
、
実
際
に
物
件
を
見
な
い
で

契
約
さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま

す
。︵
岡
畠
伸
江
／
リ
ロ
・
リ

ダ
ッ
ク
　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
住
宅

部
︶

冬
に
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
上
が
っ
て
も

こ
れ
が
あ
れ
ば
一
発
で
エ
ン
ジ
ン
始
動

車のトランクに積んでおけば安心

  冬の路上駐車などで車のバッテリーが上
がってしまっては大変。この携帯ジャンプ
ブースターがあれば 6000cc クラスの大型車
でも一発始動が可能。自宅のコンセントで充
電してトランクに積んでおこう。

NOCO Boost Plus GB40
 $99.95　　　www.amazon.com

mailto:mhueno@redacinc.com
http://www.amazon.com
https://www.redacinc.com/
http://kiku-ny.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://brooklyntime.net
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米
国
の
確
定
申
告
で
認
め
ら

れ
る
控
除
の
中
で
、
金
額
と
し

て
大
き
い
の
は
概
算
額
控
除
と

項
目
別
控
除
と
い
え
ま
す
。
概

算
額
控
除
は
項
目
別
控
除
を
採

用
し
な
い
場
合
に
適
用
さ
れ
る

控
除
方
式
で
、
具
体
的
な
控
除

項
目
を
挙
げ
ず
に
定
額
の
控
除

が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
項

目
別
控
除
は
個
人
の
消
費
生
活

に
関
わ
る
経
費
で
税
法
上
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
様
式 

Schedule A

に
記
入
し
て
所

得
か
ら
控
除
す
る
も
の
で
す
。

今
週
は
概
算
額
控
除
と
項
目
別

控
除
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
概
算
額
控
除

　

概
算
額
控
除
は
毎
年
消
費
者

物
価
指
数
に
基
づ
い
て
調
整

さ
れ
ま
す
。
独
身
で
あ
れ
ば

１
万
２
４
０
０
ド
ル
、
夫
婦
の

所
得
や
控
除
を
合
計
し
て
一
緒

に
申
告
す
る
夫
婦
合
算
申
告
で

は
倍
の
２
万
４
８
０
０
ド
ル
、

夫
婦
別
々
に
申
告
す
る
夫
婦
個

別
申
告
で
は
独
身
の
場
合
と
同

じ
１
万
２
４
０
０
ド
ル
と
な
り

ま
す
。
概
算
額
控
除
は
納
税
者

が
米
国
の
通
年
居
住
者
と
し
て

申
告
す
る
場
合
に
の
み
適
用
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

■
項
目
別
控
除

　

項
目
別
控
除
の
金
額
は
個
人

の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
概
算
額
控
除
よ
り
も
控
除

額
が
大
き
い
場
合
か
、
申
告
身

分
に
よ
り
項
目
別
控
除
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
項
目
別
控
除
に

限
定
さ
れ
る
場
合
と
は
、
夫
婦

個
別
申
告
を
し
て
配
偶
者
が
項

目
別
控
除
方
式
を
採
用
し
た
場

合
や
、
米
国
税
務
上
の
非
居
住

者
、
お
よ
び
居
住
者
・
非
居
住

者
両
方
の
身
分
を
有
す
る
二
重

身
分
と
し
て
申
告
す
る
場
合
な

ど
に
な
り
ま
す
。
主
な
項
目
別

控
除
は
以
下
の
通
り
で
す
。

▽
医
療
費

　

医
療
費
、
健
康
保
険
料
、
処

方
箋
薬
品
費
な
ど
の
合
計
が
調

整
総
所
得
の
７
・
５
％
を
超
え

る
金
額
に
つ
い
て
控
除
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
７
・
５
％
の

制
限
の
た
め
に
医
療
費
控
除
は

多
く
の
人
に
と
っ
て
は
恩
恵
を

受
け
に
く
い
項
目
で
す
が
、
大

き
な
医
療
費
の
支
払
い
が
あ
っ

た
人
は
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

▽
税
金

　

州
・
市
税
、
ま
た
は
、
州
・

市
売
上
税
、
固
定
資
産
税
、
動

産
税
の
合
計
支
払
い
額
に
対
し

て
、
１
万
ド
ル
の
控
除
限
度
額

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
固
定
資

産
税
に
関
し
て
は
、
米
国
内
の

不
動
産
に
対
し
て
支
払
っ
た
固

定
資
産
税
の
み
が
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
。

▽
住
宅
ロ
ー
ン
利
子

　

住
宅
ロ
ー
ン
の
合
計
額
が

75
万
ド
ル
ま
で
の
利
子
が
控
除

可
能
で
す
。
た
だ
し
２
０
１
７

年
12
月
15
日
ま
で
に
借
り
入
れ

た
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
ロ
ー
ン
合
計
額
１
０
０
万

ド
ル
ま
で
の
利
子
に
つ
い
て
控

除
可
能
で
す
。 

エ
ク
イ
テ
ィ
・

ロ
ー
ン
支
払
利
子
の
控
除
は
停

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
寄
付
金

　

現
金
寄
付
の
上
限
は
所
得
の

60
％
ま
で
と
な
り
ま
す
。学
校
、

病
院
、
図
書
館
、
教
会
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、慈
善
・
文
化
・
教
育
・

科
学
団
体
な
ど
、
米
国
で
慈
善

団
体
の
認
可
を
受
け
た
組
織
へ

の
現
金
の
支
払
い
に
加
え
て
、

現
物
で
の
寄
付
も
控
除
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
寄
付
金
控
除
に

対
し
て
立
証
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
確
定
申

告
で
は
、
項
目
別
控
除
を
選
択

し
て
い
な
い
納
税
者
が
所
得
調

整
控
除
と
し
て
独
身
と
合
算
申

告
者
で
３
０
０
ド
ル
、
夫
婦
個

別
申
告
者
で
１
５
０
ド
ル
ま
で

の
寄
付
金
を
控
除
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
災
害
・
盗
難
損
失

　

政
府
認
定
の
大
規
模
自
然
災

害
以
外
の
控
除
は
停
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
保
険

金
で
補
填
さ
れ
な
か
っ
た
額

の
う
ち
、
災
害
１
件
に
つ
き

１
０
０
ド
ル
を
減
額
し
た
損
失

合
計
額
が
調
整
総
所
得
の
10
％

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
控
除

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

▽
そ
の
他
の
項
目
別
控
除

　

確
定
申
告
書
作
成
費
用
や
従

業
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
経
費
な
ど
の

調
整
所
得
の
一
定
額
︵
２
％
︶

を
超
え
た
額
が
控
除
さ
れ
る
控

257

 　
今
、
わ
た
し
た
ち
の
周
囲
で

は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
入
っ
て
き

た
﹁C

lubhouse

﹂

と

い

う

ア
プ
リ
で
大
盛
り
上
が
り
。
本

家
の
ア
メ
リ
カ
で
は
ど
う
な
ん

で
し
ょ
う
か
？   

音
声
だ
け
の

ア
プ
リ
で
、
い
ろ
ん
な
人
の

﹁
ル
ー
ム
﹂
、
す
な
わ
ち
﹁
部

屋
﹂
が
あ
っ
て
、
話
し
て
い
る
。

ま
る
で
井
戸
端
会
議
に
聞
き
耳

を
立
て
た
り
、
そ
こ
に
入
っ
て

行
っ
た
り
す
る
感
じ
。
有
名
人

や
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
な
ど
も

や
っ
て
い
て
、
そ
ん
な
人
た
ち

と
直
に
話
が
で
き
る
か
も
し
れ

こ
ん
な
に
人
気
な
の
か
﹂
わ
た

し
な
り
に
分
析
。
た
ぶ
ん
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
、
飲
み
に
も
行

け
な
い
、
友
達
と
も
会
え
な
い

メ
ン
バ
ー
が
手
軽
に
人
と
結

び
つ
く
こ
と
が
で
き
る
の
が

良
か
っ
た
気
が
す
る
。
ま
た
、

気
軽
に
興
味
の
あ
る
部
屋
に

行
っ
て
、
興
味
の
あ
る
人
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ラ
ジ

オ
感
覚
が
受
け
た
の
か
も
。
し

か
も
、
話
の
中
に
入
る
こ
と
も

で
き
た
り
す
る
。

　

ま

た
、ZO

O
M

な

ど

の

よ
う
に
顔
を
見
ら
れ
る
こ
と

も
な
い
。
ス
ッ
ピ
ン
で
も
気

に
し
な
く
て
い
い
。
そ
ん
な

こ
と
も
人
気
の
ひ
と
つ
か

も
。C

lubhouse

の

お

か

げ
で
睡
眠
不
足
の
仲
間
も
後

を
絶
た
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
も

C
lubhouse

を
ガ
ン
ガ
ン
報

道
し
た
り
し
て
い
る
。

　

新
し
い
も
の
好
き
の
日
本

人
。
こ
の
ブ
ー
ム
が
い
つ
ま
で

続
く
の
か
。
そ
れ
で
も
ま
だ
ま

だ
楽
し
く
て
、
わ
た
し
も
い
ろ

ん
な
人
の
部
屋
に
入
っ
て
、
楽

し
ん
で
い
る
。
知
り
合
い
の
部

屋
だ
と
、﹁
大
谷
さ
ん
も
話
し

ま
し
ょ
う
﹂
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
、
つ
い
、
盛
り
上
が
っ
て

深
夜
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
の
新
し
い
世
界
が
ま
た

ひ
と
つ
増
え
ま
し
た
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

コ
ロ
ナ
禍
のC

lubhouse

除
項
目
は
停
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
調
整
総
所
得
の
足
き
り
制

限
の
対
象
に
な
ら
な
い
控
除
項

目
︵
競
馬
、
宝
く
じ
な
ど
の
賭

け
事
に
よ
る
損
失
等
︶
に
つ
い

て
は
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規

定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア
ド

バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満
た

す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は
す

べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、

特
定
の
個
人
も
し
く
は
事
業
体

の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に
沿
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
各
個
人
は
特
定
事
項
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
上
記
内
容

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
で
は

な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
記
事

中
の
見
解
や
意
見
は
著
者
個
人

の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

琴
・
三
味
線
奏
者
の
石
榑

雅
代
が
出
演
す
る
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
総
領
事
、
山
野
内
勘

二
大
使
主
催
の
﹁
ラ
イ
ブ
・

フ
ロ
ム
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ズ
・

レ
ジ
デ
ン
ス
﹂
が
19
日
︵
金
︶

午
後
５
時
か
ら
行
わ
れ
、
領

事
館
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ

ー
ジ
に
て
ラ
イ
ブ
中
継
さ
れ

る
。
出
演
は
石
榑
雅
代
︵
琴
、

17
絃
琴
、
三
味
線
︶
の
ほ
か
、

松
田
真
祐
子
︵
琴
︶、
ケ
ン
・

ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
︵
三
味
線
︶、

マ
ル
コ
・
リ
ン
ハ
ー
ド︵
尺
八
︶。

石
榑
は
﹁
春
の
海
な
ど
定
番
曲

に
加
え
、
ヘ
ビ
メ
タ
琴
奏
者
が

ギ
タ
ー
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
っ

て
作
曲
し
た
Ｆ
Ｌ
Ｙ
や
、
17
本

の
太
い
絃
で
低
音
を
聞
か
せ
る

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
、
幅
広

い
邦
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
﹂
と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い

る
。

　

視
聴
無
料
。
詳
細
は
領
事

館
の
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ

ー

ジw
w

w
.facebook.

c
o

m
/e

v
e

n
ts/1

7
0

3
0

4657795414

を
参
照
す
る
。

琴
・
三
味
線
奏
者
の
石
榑

大
使
公
邸
か
ら
19
日
ラ
イ
ブ

　

伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
は
初
心

者
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
教
室
を
今

月
20
日
か
ら
４
月
24
日
ま
で
の

毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
か
ら
正

午
ま
で
開
催
す
る
。
優
雅
な
動

き
、
し
ぐ
さ
を
日
本
舞
踊
を
通

伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団 

オ
ン
ラ
イ
ン
教
室

　

ス
タ
テ
ン
島
動
物
園
は
２

日
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
グ
の
ウ
ッ

ド
チ
ャ
ッ
ク
が
春

の
訪
れ
を
占
う
恒

例
の
式
典
を
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
、
ウ

ッ
ド
チ
ャ
ッ
ク
の

様
子
を
バ
ー
チ
ャ

ル
で
配
信
し
た
。 

　

雪
降
る
当
日
の

午
前
８
時
、
巣
穴

か
ら
出
た
グ
ラ
ン

ド
ホ
ッ
グ
は
自
分

の
影
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
﹁
春
の

訪
れ
は
早
い
﹂
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
伝
統
的
に
は
、
冬
眠
し

て
い
た
グ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
グ
が
晴

天
の
日
に
地
上
に
出
て
自
分
の

影
を
振
り
返
る
と
、

再
び
６
週
間
の
眠
り

に
つ
い
て
し
ま
う
た

め
、
冬
は
も
う
し
ば

ら
く
続
く
と
い
う
予

報
に
な
る
。
ウ
ッ
ド

チ
ャ
ッ
ク
の
ラ
イ
バ

ル
で
あ
る
ペ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
州
の
パ
ン
ク

サ
ト
ー
ニ
ー
・
フ
ィ

ル
の
予
報
は
ウ
ッ
ド

チ
ャ
ッ
ク
と
は
真
逆

だ
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
両
者
の
予
報
を

比
較
す
る
と
、
フ
ィ

ル
の
39
％
に
対
し
ウ

ッ
ド
チ
ャ
ッ
ク
は
80
％
と
正
確

度
が
高
い
。

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

こ
こ
2
週
間
で
急
速
に
や
る

人
が
増
え
た
。
し
か
も
、
こ

の
ア
プ
リ
、
招
待
制
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
招
待
し
て

も
ら
う
権
利
が
高
額
で
売
買

さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

﹁
な
ぜ
、
こ
の
ア
プ
リ
が
今
、

し
て
学
べ
る
。

　

ク
ラ
ス
内
容
は
浴
衣
の
着
付

け
、
扇
子
の
扱
い
方
と
表
現
方

法
、
姿
勢
、
腰
の
保
ち
方
な
ど

日
本
舞
踊
の
基
本
運
動
か
ら
コ

ア
の
訓
練
、
日
舞
小
曲
修
得

(

潮
来
出
島
、
梅
に
も
春
、
京

の
四
季)

稽
古
代
は 

１
０
０

ド
ル
︵
10
ク
ラ
ス
︶
ま
た
は

55
ド
ル
︵
５
ク
ラ
ス
︶。
登
録

締
め
切
り
は
今
月
19
日
午
後

５
時
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
２
７
・
０
２
６
５
、

申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

sachiyoitoandcom
pany@

gm
ail.com

　

ま
で
。

今年の春の訪れ占う

グランドホッグ楽しい
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最
近
、
音
声
Ｓ
Ｎ

Ｓ
﹁C

lubhouse

﹂

が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
、
興

味
本
位
で
招
待
を
受

け
、
使
っ
て
み
る

こ
と
に
し
た
。

C
lu

b
h

ou
se

は
一
言
で
い
え

ば
、
チ
ャ
ッ
ト

ル
ー
ム
。
そ
れ

ぞ
れ
の
部
屋
に

数
人
の
お
喋
り

を
し
て
い
る
人
達
が
い

て
、
そ
の
会
話
を
傍
聴
し

た
り
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
か

ら
許
可
が
出
れ
ば
、
話

に
加
わ
る
こ
と
も
出
来

る
。
昔
な
が
ら
の
チ
ャ
ッ

ト
は
﹁
話
﹂
を
す
る
の
に

キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
い
て
い

た
が
、
こ
こ
で
は
携
帯
に

向
か
っ
て
、
文
字
通
り
部

屋
に
い
る
複
数
の
相
手
に

話
し
か
け
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
と
は
異
な
り
、
会
員
に
な

る
た
め
に
は
、
既
会
員
か
ら
の

招
待
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
電
話
番
号
も
登
録

す
る
必
要
が
あ
る
し
、
実
名
で

の
登
録
が
前
提
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
新
し
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ラ

ジ
オ
の
よ
う
な
も
の
、
と
表
現

す
る
人
も
い
る
よ
う
だ
が
、
自

分
の
印
象
は
違
う
。
い
わ
ゆ
る

有
名
人
や
話
の
プ
ロ
達
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
部
屋
は
違

う
の
だ
ろ
う
が
、
今
は
黎
明
期

だ
か
ら
だ
ろ
う
か
、
素
人
達
が

多
数
の
部
屋
を
開
設
し
て
気
ま

ま
に
お
喋
り
し
て
い
る
だ
け
、

と
い
う
印
象
は
拭
え
な
い
。
従

っ
て
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
余
り

面
白
み
も
感
じ
な
い
。
た
だ
、

︵
既
に
一
部
始
ま
っ
て
い
る
の

か
も
知
れ
な
い
が
︶
優
秀
な
モ

デ
レ
ー
タ
ー
が
分
か
り
易
い
話

を
す
る
ス
ピ
ー
カ
ー
達
を
招
い

て
、
魅
力
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
話
し
始
め
る
と
、
こ
れ
は
面

白
い
展
開
に
な
る
。
動
画
を
見

る
の
と
違
う
の
で
、﹁
な
が
ら
﹂

で
聞
き
流
せ
る
の
も
魅

力
だ
。
例
え
ば
技
術
系

の
イ
ベ
ン
ト
等
で
開
催

さ
れ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
現
地
に

足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
聞

け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

い
ず
れ
は
有
料
の
音
声

コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
金
を

払
う
人
も
出
て
く
る
だ

ろ
う
。
一
方
で
気
に
な

る
の
が
、
巷
を
騒
が
せ

て
い
る
Ｑ
ア
ノ
ン
の
陰

謀
論
な
ど
が
、
更
に
拡

散
さ
れ
、
そ
こ
に
取
り

込
ま
れ
て
い
く
人
達
が

増
え
る
の
で
は
と
い
う

懸
念
だ
。
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
複
数
の
人
達
と
意
見
交
換

が
可
能
で
、
そ
れ
を
周
り
で
傍

聴
し
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う

の
は
、
特
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
空

気
が
容
易
に
形
成
さ
れ
盛
り
上

が
る
環
境
が
形
成
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

懸
念
で
あ
る
。
個
々
が
内

に
秘
め
て
い
る
ス
ト
レ
ス

や
怒
り
と
い
う
も
の
は
、

集
団
に
晒
さ
れ
る
こ
と
で

爆
発
す
る
。
肉
声
の
持
つ

力
は
侮
れ
な
い
。

︵
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
︶
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２
０
２
０
年
の
春
、
コ
ロ
ナ

禍
の
第
一
波
が
世
界
を
襲
っ
て

い
た
際
に
、
日
本
の
﹁
人
口
あ

た
り
感
染
者
数
﹂
は
欧
米
に
比

較
し
て
20
分
の
１
以
下
と
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
際
に
多
く
の
日

本
人
は
、
そ
の
差
を
説
明
す
る

要
因
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を

﹁
フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
﹂
と
名
付
け

て
探
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
Ｂ

Ｃ
Ｇ
説
、
風
邪
コ
ロ
ナ
免
疫
説
、

衛
生
習
慣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
説

が
唱
え
ら
れ
た
。

　

約
９
か
月
を
経
た
現
在
、
数

度
の
感
染
の
波
を
経
て
欧
米
で

も
、
そ
し
て
日
本
で
も
感
染
者

は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
増
え

た
。
そ
の
現
時
点
で
の
陽
性
者

を
比
較
し
て
み
る
と
、
ア
メ
リ

カ
は
約
２
７
０
０
万
に
対
し
て

日
本
は
40
万
、
死
亡
者
に
お
い

て
は
、
ア
メ
リ
カ
は
46
万
に
対

し
て
日
本
は
６
５
０
０
と
な
っ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
人
口
が

日
本
の
人
口
の
約
３
倍
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
20

倍
近
い
差
が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
昨
年
春
に
議
論

さ
れ
た
﹁
フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
﹂
に

つ
い
て
は
依
然
と
し
て
決
定
的

な
説
明
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

私
は
結
局
の
と
こ
ろ
﹁
感
染
症

と
そ
の
対
策
に
関
す
る
リ
テ
ラ

シ
ー
﹂
つ
ま
り
基
礎
知
識
の
浸

透
度
が
大
き
な
要
因
だ
と
思
っ

て
い
る
。
例
え
ば
日
本
で
押
谷

仁
博
士
や
西
浦
博
博
士
が
発
見

し
た
﹁
３
密
を
避
け
よ
﹂
と
い

う
理
論
は
、
マ
イ
ク
ロ
飛
沫
に

よ
る
感
染
に
つ
い
て
統
計
的
な

分
析
を
し
て
導
い
た
も
の
で
、

日
本
で
は
良
く
知
ら
れ
て
い

る
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合

は
、
そ
う
し
た
知
識
の
浸
透
の

度
合
い
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

低
い
。

　

一
方
で
、
仮
に
そ
の
説
明
が

正
し
い
と
し
て
、
そ
れ
に
は
裏

表
が
あ
る
の
も
事
実
だ
。
日

本
人
の
感
染
症
リ
テ
ラ
シ
ー

が
﹁
心
配
だ
か
ら
真
面
目
に
調

べ
る
﹂
と
い
う
習
性
か
ら
来
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
そ
の

習
性
が
﹁
遺
伝
子
工
学
に
よ
っ

て
製
造
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
は
敬

遠
し
た
い
﹂
と
い
う
態
度
と
し

て
、
反
対
に
作
用
す
る
危
険
も

あ
る
。
菅
政
権
が
ワ
ク
チ
ン
の

承
認
に
つ
い
て
、
先
進
国
中
最

も
遅
ら
せ
て
い
る
の
は
、
こ
の

日
本
人
の
習
性
が
行
き
過
ぎ
な

い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
20
倍
と
い
う

の
は
大
き
な
差
で
あ
る
。
仮
に

文
化
的
背
景
か
ら
来
る
行
動
様

式
の
違
い
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の

違
い
が
大
き
な
原
因
だ
と
し

た
ら
、
日
本
と
欧
米
に
は
こ

の
﹁
20
倍
﹂
と
い
う
イ
ン
パ
ク

ト
を
生
む
だ
け
の
大
き
な
差
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
か
つ
て

の
日
本
に
は
、
同
じ
よ
う
に
文

化
的
背
景
を
プ
ラ
ス
の
方
向

に
作
用
さ
せ
て
、
大
き
な
成

功
を
収
め
た
時
代
が
あ
っ
た
。

１
９
７
０
年
代
に
は
石
油
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰

と
、
排
気
ガ
ス
規
制
と
い
う
自

動
車
産
業
に
お
け
る
逆
風
に
対

し
て
、
日
本
の
各
メ
ー
カ
ー
は

独
創
的
な
技
術
で
危
機
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
て
圧
倒
的
な
成
功

を
実
現
し
た
。
80
年
代
に
は
こ

れ
に
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
の
成
功
も
重
な
っ

て
行
っ
た
。

　

け
れ
ど
も
以
降
は
文
化
的
背

景
が
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
時
期
と

な
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
技

術
者
は
﹁
潰
し
の
利
か
な
い
専

門
職
﹂
と
し
て
管
理
職
候
補
か

ら
も
グ
ル
ー
プ
本
社
の
正
社
員

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
も
外
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
が
現
在
の
絶
望

的
な
遅
れ
に
な
っ
た
。
私
立
文

系
と
い
う
数
学
を
軽
視
し
た
教

育
シ
ス
テ
ム
と
、
不
労
所
得
を

嫌
う
頑
迷
さ
は
金
融
工
学
と
は

無
縁
の
人
材
を
生
み
続
け
た
。

英
語
教
育
や
異
文
化
理
解
に
つ

い
て
は
論
外
で
あ
る
。
い
わ
ば

日
本
と
い
う
文
化
的
特
質
が
競

争
力
の
足
を
引
っ
張
る
時
代
が

続
い
た
の
だ
。
少
子
化
は
そ
の

結
果
で
あ
る
。
少
子
化
が
経
済

の
長
期
低
迷
の
原
因
と
い
う
説

明
も
あ
る
が
、
因
果
関
係
が
逆

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
は
衰

退
し
た
と
は
言
え
、
や
は
り
日

本
で
あ
る
。
経
済
衰
退
と
自
身

喪
失
の
結
果
と
し
て
個
性
を
失

っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
救
い
よ
う

は
な
い
。
だ
が
、
少
な
く
と
も

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

社
会
的
に
行
動
の
自
由
を
保
証

し
な
が
ら
人
口
比
で
の
犠
牲
を

欧
米
の
20
分
の
１
に
抑
え
込
ん

で
い
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り

動
か
し
難
い
事
実
だ
。
経
済
は

痛
ん
だ
し
、
そ
の
結
果
、
政
治

へ
の
見
当
違
い
の
敵
意
が
迷
走

し
て
い
る
。
だ
が
、
少
な
く
と

も
欧
米
で
は
守
れ
な
か
っ
た
人

命
を
日
本
は
そ
の
社
会
的
、
文

化
的
個
性
に
よ
っ
て
守
り
切
っ

て
い
る
。

　

今
、
日
本
に
は
バ
ブ
ル
後
の

﹁
失
わ
れ
た
30
年
﹂
に
よ
る
経

済
の
焼
け
野
原
が
広
が
り
、
コ

ロ
ナ
禍
が
そ
れ
に
追
い
討
ち
を

か
け
た
。
だ
が
、
１
９
４
５
年

の
日
本
が
人
材
力
だ
け
を
頼
り

に
再
生
を
果
た
し
た
よ
う
に
、

２
０
２
１
年
の
日
本
に
も
復
活

の
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
コ
ロ
ナ
後
の
経
済
と
社
会

を
考
え
る
と
い
う
の
は
、
そ
う

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

日
本
と
欧
米
の
﹁
20
倍
﹂
と
い
う
差
を
考
え
る

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

　

米
国
中
小
企
業
庁︵
Ｓ
Ｂ
Ａ
︶

は
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
損
失
を
被
っ
た
中
小
企
業

向
け
の
支
援
策
﹁
給
与
保
護
プ

ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｐ
Ｐ
Ｐ
︶﹂
の
第

２
回
目
の
申
請
の
受
け
付
け
を

再
開
し
た
。

　

今
回
初
め
て
申
請
す
る
事
業

者
が
満
た
す
べ
き
申
請
要
件
と

運
用
ル
ー
ル
は
昨
年
と
同
じ
だ

が
、
Ｓ
Ｂ
Ａ
は
幾
つ
か
の
点
で

制
度
を
改
善
し
た
。
例
え
ば
、

借
り
主
は
受
領
し
た
融
資
の
利

用
期
間
に
つ
い
て
8
週
間
か
ら

24
週
間
の
範
囲
で
あ
れ
ば
自
由

に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
。　
　

　

ま
た
、
返
済
免
除
の
対
象
と

な
る
使
途
が
拡
大
さ
れ
、
従
業

員
の
給
与
だ
け
で
な
く
、
事
業

運
営
費
用
や
、
施
設
修
繕
費
、

事
業
に
必
要
な
資
材
の
調
達

費
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
か
ら
従

業
員
を
守
る
た
め
に
州
・
自
治

体
が
定
め
た
規
則
を
順
守
す
る

た
め
に
支
払
っ
た
費
用
な
ど
も

カ
バ
ー
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
返

済
免
除
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に

は
、
融
資
額
全
体
の
60
％
以
上

を
給
与
関
連
に
利
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点
は
変
更
が
な

い
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
、
東
京
に
事
務
所
を
構
え

る
齊
藤
事
務
所
の
齊
藤
幸
喜
代

表
は
﹁
2
回
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
1
回
目
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
明
確
に
区
分
し
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
前
回
の
延

長
で
な
い
の
で
、
2
回
目
の

PPP Loan

が
受
給
可
能
に
な

る
こ
と
で
す
。
し
か
も
、PPP 

Loan
は
前
回
と
同
じ
く
、
全

額
免
除
を
前
提
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
債
務
免
除
プ
ロ

セ
ス
も
よ
り
簡
易
な
か
た
ち
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
給
与
以
外
に
使
え
る
費
用

も
広
が
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
策
、
の
た
め

の
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
な
ど
へ

の
支
出
も
認
め
ら
れ
ま
す
﹂
と

話
す
。

　

齊
藤
氏
に
よ
る
と
現
在
、
法

律
で
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
助
け
を
有
料

で
専
門
家
が
提
供
す
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
企
業

は
自
社
で
対
応
し
て
い
く
し
か

な
い
の
が
現
状
と
の
こ
と
。
Ｐ

Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
フ
ィ
ー
が
取

れ
な
い
た
め
、
弁
護
士
事
務
所

も
会
計
事
務
所
も
宣
伝
し
て
い

な
い
。
聞
か
れ
れ
ば
ア
ド
バ
イ

ス
は
す
る
が
、
フ
ィ
ー
は
い
っ

さ
い
取
ら
な
い
︵
取
れ
な
い
︶

と
の
こ
と
。　

︵
１
面
に
記
事
︶

専
門
家
の
有
料
サ
ー
ビ
ス

代
行
な
ど
は
法
律
で
禁
止

自分の力で
やるしかない
PPPの申請

　

Ｊ
Ａ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン

の
会
︵
Ｊ
Ｗ
Ｂ)

は
19
日
︵
金
︶

午
後
8
時
か
ら
国
際
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
津
山
恵
子
さ
ん
を
講
師

に
招
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

を
開
催
す
る
。

　

１
月
20
日
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ

デ
ン
氏
が
新
大
統
領
に
就
任
し

た
。
歴
代
最
高
齢
の
バ
イ
デ
ン

大
統
領
と
黒
人
女
性
初
の
カ
マ

ラ
・
ハ
リ
ス
副
大
統
領
は
、
ど

の
よ
う
な
変
化
を
米
国
や
世
界

に
も
た
ら
す
の
か
？

　

新
政
権
が
打
ち
出
す
閣
僚
の

顔
ぶ
れ
や
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

主
要
政
策
を
徹
底
解
明
す
る
と

共
に
、
1
月
6
日
の
連
邦
議
事

会
議
事
堂
乱
入
事
件
が
な
ぜ
起

こ
り
、
そ
し
て
、
果
た
し
て
司

直
の
手
が
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
と
そ
の
支
持
者
ら
に
ど
の
よ

う
に
下
る
の
か
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
引
き
起
こ
し

た
ア
メ
リ
カ
社
会
の
深
刻
な

﹁
分
断
﹂
は
解
消
さ
れ
て
い
く

の
か
な
ど
、
新
政
権
誕
生
と
多

く
の
課
題
や
疑
問
が
広
が
る
米

国
の
現
状
に
つ
い
て
語
る
。

　

申

し

込

み

は　

https://
jw

b-ny
-keikotsuy

am
a3.

eventbrite.com

　

　

当
日
オ
ン
タ
イ
ム
で
参
加
で

き
な
く
て
も
、
申
込
み
す
る
と

後
日
録
画
ビ
デ
オ
が
配
信
さ
れ

る
。
参
加
費
15
ド
ル
。︵
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
に
寄
付
さ

れ
る
︶ 

。

　

事
前
質
問
、
問
い
合
せ
は

event@
jw

b-ny.org

バ
イ
デ
ン
政
権
の
船
出
を
分
析

19日JAAビジネスウーマンの会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
２
月
15
日
よ
り
第
二

段
階
に
は
い
る
。
こ
れ
ま
で
接

種
資
格
は
医
師
、
看
護
師
、
医

療
従
事
者
、65
歳
以
上
の
人
々
、

警
察
・
消
防
な
ど
フ
ァ
ー
ス
ト

レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
、
教
師
、
公
共

交
通
機
関
の
労
働
者
、
食
料
品

店
の
労
働
者
な
ど
が
対
象
だ
っ

た
が
、
15
日
以
降
は
ガ
ン
や
慢

性
腎
臓
病
、
心
不
全
な
ど
特
定

の
疾
患
が
あ
る
人
の
ほ
か
、
重

度
の
肥
満
、
妊
娠
な
ど
で
あ
れ

ば
年
齢
は
問
わ
ず
接
種
対
象
と

な
る
。
同
州
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

対
象
者
は
７
０
０
万
人
を
超
え

る
が
、
連
邦
政
府
が
供
給
し
て

い
る
量
は
週
30
万
回
分
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
７
日
ま
で
に

供
給
さ
れ
た
１
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
は
１
８
７
万
４
９
７
５

回

分

で
、

87

％

に

当

た

る

１
６
２
万
７
１
９
１
回
分
が
接

種
さ
れ
た
。
２
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
は
93
万
３
８
５
０
回
分
が
供

給
さ
れ
、
う
ち
50
万
９
０
１
８

回
が
接
種
さ
れ
て
い
る
。
詳
細

と
予
約
に
つ
い
て
は
州
の
サ
イ

トw
w

w
.ny.gov

を
参
照
。　

ワ
ク
チ
ン
接
種
第
二
段
階
に

特
定
疾
患
が
あ
れ
ば
対
象
に

http://www.egawanakaba.com
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
http://www.ny.gov
http://www.ny.gov
http://www.ny.gov
https://jwb-ny-keikotsuyama3.eventbrite.com
http://www.iiicareer.com/
http://www.rostamilaw.com
https://mikoto-inc.com/teiougaku-business/
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
組
織
委
員

会
︵
Ｊ
Ｏ
Ｃ
︶
の
森
喜
朗
会
長

︵
83
︶
の
女
性
蔑
視
と
も
取
ら

れ
る
発
言
に
つ
い
て
米
メ
デ
ィ

ア
も
相
次
い
で
報
じ
た
。
問
題

と
な
っ
た
の
は
３
日
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
臨

時
評
議
員
会
で
の
発
言
で
、
朝

日
新
聞
な
ど
日
本
の
報
道
を
引

用
し
て
報
じ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

︵
電
子
版
︶
は
３
日
、﹁
会
議
で

の
女
性
の
制
限
を
提
案
﹂
と
の

見
出
し
で
報
道
。﹁
女
性
が
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
る
理
事
会
は

時
間
が
か
か
る
﹂
と
い
っ
た
森

会
長
の
発
言
を
紹
介
し
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
﹁
会
場
で
誰
も
女
性
差

別
に
疑
問
の
声
を
上
げ
な
か
っ

た
こ
と
も
問
題
﹂
な
ど
と
激
し

い
批
判
が
出
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
辞
任
問
題
に
な
り
か
ね

な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
４
日

に
は
森
会
長
が
謝
罪
し
た
も
の

の
、
会
長
辞
任
は
否
定
し
た
こ

と
も
報
じ
た
。
さ
ら
に
10
日
付

で
は
国
際
面
の
紙
面
を
半
分
以

上
割
い
て
日
本
国
民
の
半
数
以

上
が
森
氏
は
五
輪
組
織
委
の
ト

ッ
プ
に
不
適
任
と
世
論
調
査
で

答
え
た
と
報
じ
、
有
力
全
国
紙

２
紙
が
辞
任
を
求
め
て
い
る
と

も
伝
え
た
。
テ
ニ
ス
選
手
大
坂

な
お
み
さ
ん
の﹁
全
く
の
無
知
﹂

と
の
コ
メ
ン
ト
も
掲
載
し
た
。

　

同
紙
が
今
回
の
森
氏
の
発
言

で
特
筆
し
た
の
は
、
森
氏
と
森

氏
を
取
り
巻
く
関
係
者
た
ち
の

﹁
い
つ
も
の
調
子
で
乗
り
切
れ

る
﹂
と
思
っ
て
い
る
旧
態
依
然

と
し
た
意
識
だ
。

　

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
通
信
は
、

森
会
長
に
よ
る
女
性
蔑
視
発
言

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

紙
同
様
、
詳
細
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
国
際
議
会
同
盟
︵
Ｉ
Ｐ

Ｕ
︶
の
統
計
を
基
に
﹁
日
本
は

議
会
︵
衆
院
︶
で
女
性
議
員
が

占
め
る
比
率
が
世
界
で
１
６
６

位
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
リ
ビ
ア

よ
り
低
い
。
政
治
機
構
に
お
い

て
世
界
で
最
も
男
性
優
位
な

国
﹂
と
指
摘
し
た
。
Ａ
Ｐ
通
信

は﹁
女
性
を
蔑
視
す
る
発
言
で
、

日
本
で
騒
動
を
呼
ん
で
い
る
﹂

と
伝
え
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ポ
ス
ト︵
電

子
版
︶
は
﹁
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
森
会
長
が
性
差
別
的
な
苦

情
で
騒
ぎ
を
起
こ
す
﹂
と
の
見

出
し
で
報
じ
た
＝
写
真
＝
。﹁
女

性
理
事
は
話
が
長
過
ぎ
て”

迷

惑”

と
受
け
取
ら
れ
る
発
言
を

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
﹂
と

し
、
具
体
的
に
は
﹁
女
性
理
事

の
数
を
増
や
す
な
ら
発
言
時
間

を
あ
る
程
度
制
限
す
る
必
要
が

あ
り
、
終
わ
ら
せ
る
の
が
難
し

く
、
面
倒
だ
﹂
と
述
べ
た
こ
と

を
紹
介
し
た
。
ま
た
発
言
の
際

に
﹁
笑
い
声
が
上
が
っ
た
﹂
こ

と
に
も
触
れ
、﹁
森
氏
が
物
議

を
醸
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て

で
は
な
い
﹂
と
し
、﹁
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
関
係
な

く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す

る
﹂
と
述
べ
た
こ
と
に
言
及
し

て
い
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｎ
︵
電
子
版
︶

は
４
日
、
森
会
長
は
﹁
会
議
中

に
女
性
が
話
し
過
ぎ
る
こ
と
を

　

ク
オ
モ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

知
事
は
８
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
屋
内
営

業
に
つ
い
て
、
定
員
の
25
％
以

内
を
条
件
に
12
日
か
ら
許
可
す

る
と
発
表
し
た
。

　

当
初
の
計
画
で
は
14
日
の
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
か
ら
と
し
て

い
た
が
、
飲
食
業
界
か
ら
は
準

備
を
す
る
た
め
に
数
日
前
に
開

店
し
た
い
と
い
う
声
が
強
く
、

ま
た
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
︵
旧
正
月
︶
で
も
あ
る
12

日
に
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

州
全
体
の
陽
性
率
は
こ
の

１
か
月
低
下
を
続
け
て
お
り

７
日
時
点
で
の
入
院
者
数
は

７
７
１
６
人
で
昨
年
12
月
28
日

以
来
最
低
を
記
録
し
た
。
州
全

体
の
陽
性
率
は
４
・
28
％
、
Ｎ

Ｙ
市
は
５
・
10
％
だ
っ
た
。
死

者
は
州
全
体
で
１
１
４
人
だ
っ

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
屋
内

営
業
は
、
昨
秋
に
２
か
月
ほ
ど

許
可
さ
れ
た
が
、
12
月
中
旬
以

降
、再
び
禁
止
さ
れ
た
。
現
在
、

州
の
北
部
で
は
定
員
の
50
％
の

制
限
で
多
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が

屋
内
営
業
し
て
い
る
。
ま
た
隣

州
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は

35
％
の
制
限
で
屋
内
営
業
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

森会長の発言を報じる３日付NYポスト紙電子版

Ｊ
Ｏ
Ｃ
森
喜
朗
会
長

米
国
で
相
次
ぎ
報
道

女性蔑視発言海外に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
そ
の
近
郊

に
暮
ら
す
東
北
六
県
と
北
海
道

出
身
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

連
合
会
﹁
ほ
く
ほ
く
会
﹂
は
３

月
７
日
︵
日
︶
午
後
１
時
30
分

か
ら
第
10
回　

３
・
11
追
悼
式

を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
行
う
。
こ
の
追

悼
式
は
２
０
１
１
年
の
震
災
直

後
か
ら
現
在
ま
で
、
各
県
が
そ

れ
ぞ
れ
幹
事
県
と
な
り
、
犠
牲

者
へ
の
哀
悼
の
意
を
表
し
、
災

害
風
化
の
防
止
、
故
郷
の
現
状

理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
休

ま
ず
開
催
し
て
い
る
。
本
年
度

の
幹
事
県
は
北
海
道
と
福
島
県

が
務
め
る
。

　

式
典
は
例
年
通
り
２
部
構
成

で
、
第
１
部
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
総
領
事
の
山
野
内
大
使
の
挨

拶
、
各
県
人
会
か
ら
の
被
災
地

報
告
、
読
経
と
黙
祷
。
第
２
部

で
は
ほ
く
ほ
く
会
ゆ
か
り
の
合

唱
団
﹁
Ｊ
Ｃ
Ｈ
・
と
も
﹂
の
歌

と
﹁
民
舞
座
﹂
に
よ
る
東
北
の

踊
り
を
披
露
す
る
。
式
典
の

後
、
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
懇
親
会
が
あ
る
。
誰
で
も
参

加
で
き
る
。
開
始
15
分
前
か
ら

入
室
で
き
る
。
参
加
者
に
は
事

前
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
リ
ン
ク
を
送

る
の
で
、
次
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
宛
に
参
加
を
申
し
込
む

こ

と
。nyhokuhokukai@

ほ
く
ほ
く
会
主
催

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で

第10回3.11追悼式典3月7日に

レストラン再開前倒し
2日早めて12日から

　

乳
が
ん
・

卵
巣
が
ん
・

子
宮
が
ん

患
者
支
援

団
体
の
Ｓ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
20
日
︵
土
︶
午
後
８
時
か

ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
﹁
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
役
割
と
更
年
期

障
害
﹂
を
開
催
す
る
。

　

講
師
は
京
都
大
学
医
学
部
産

婦
人
科
の
池
田
裕
美
枝
医
師
＝

写
真
＝
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
役

割
に
つ
い
て
や
、
そ
れ
が
欠
乏

し
た
場
合
の
身
体
の
変
化
や
問

題
、
更
年
期
障
害
時
期
や
期

間
、
そ
の
付
き
合
い
方
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。
講

演
後
は
質
疑
応
答
の
時
間
も
設

け
る
。
参
加
費
無
料
だ
が
要
事

前
登
録
。
定
員
１
０
０
人
。
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://sharejp.org/
schedule/2021/2/20

を

参
照
す
る
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
役
割

と
更
年
期
障
害
を
解
説

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
20
日
勉
強
会

　

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
３
日

の
午
前
8
時
30
分
ご
ろ
、
通
勤

中
の
男
性
が
顔
を
斬
ら
れ
る

事
件
が
起
こ
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
市

警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
は
、
東
14
丁

目
の
ア
ベ
ニ
ュ
ー
Ａ
か
ら
１
番

街
に
あ
る
地
下
鉄
Ｌ
線
に
向
か

う
途
中
で
ナ
イ
フ
を
振
り
ま
わ

す
男
が
い
る
と
い
う
通
報
を
受

け
駆
け
つ
け
る
と
、
顔
全
体
に

切
り
傷
を
負
っ
た
男
性
を
発
見

し
た
。
こ
の
男
性
は
現
場
か
ら

徒
歩
で
逃
げ
た
男
に
よ
っ
て
襲

わ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
男

性
は
怪
我
の
治
療
を
受
け
る
た

め
に
ベ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
に
運
ば

れ
た
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
は
１
番
街

の
地
下
鉄
駅
入
り
口
を
封
鎖

し
、
容
疑
者
を
捜
索
し
た
が

逃
走
中
で
、
警
察
で
は
目
撃

情
報
を
求
め
て
い
る
。
電
話

８
０
０
・
５
７
７
・
８
４
７
７
、

ま

た

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

nypdcrim
estoppers.com

顔
切
り
つ
け
魔
逃
走

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
早
朝

gm
ail.com

 

ま

た

は

電

話

９
１
７
・
８
４
６
・
５
８
８
３
、

竹
田
さ
ん
。

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
で

７
日
夕
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道

の
ハ
ー
レ
ム
ラ
イ
ン
の
出
発
前

の
車
両
内
で
邦
人
女
性
が
強
盗

未
遂
被
害
に
遭
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
に
よ
る

と
、
被
害
に
遭
っ
た
邦
人
は
、

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
で
先

頭
車
両
に
乗
車
し
た
と
こ
ろ
、

車
内
に
は
4
人
ほ
ど
の
乗
客
が

お
り
、
自
身
は
6
人
が
け
の
椅

子
に
１
人
で
座
っ
て
い
た
。
20

代
と
思
わ
れ
る
身
綺
麗
な
男
女

２
人
が
車
両
に
入
っ
て
き
て
乗

客
を
物
色
し
て
、被
害
者
に﹁
お

前
に
も
子
供
が
い
る
だ
ろ
う
、

わ
か
る
だ
ろ
う
、
食
べ
物
を
く

れ
﹂
と
言
っ
て
迫
っ
て
き
た
。

　

被
害
者
は
物
乞
い
を
断
り
、

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
て

警
察
へ
通
報
す
る
旨
を
告
げ
、

携
帯
電
話
で
男
女
の
写
真
を
撮

影
し
た
と
こ
ろ
、
男
女
は
逆
上

し
て
被
害
者
を
罵
倒
し
始
め
た

た
め
被
害
者
は
９
１
１
通
報
し

た
が
、
車
掌
が
男
女
を
車
外
に

追
い
払
っ
た
た
め
、
警
察
官
の

臨
場
は
要
請
し
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
車
掌
が
他
の
乗
務

員
を
呼
ぶ
た
め
に
被
害
者
の
元

を
離
れ
た
際
、
先
ほ
ど
の
男
女

が
ホ
ー
ム
か
ら
出
発
前
の
車
両

に
戻
っ
て
き
て
被
害
者
は
加
害

女
性
に
髪
を
掴
ま
れ
て
窓
に
頭

を
打
ち
付
ら
れ
て
ハ
ン
ド
バ
ッ

グ
を
取
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

被
害
者
が
バ
ッ
グ
を
離
さ
な
い

で
い
る
と
加
害
女
性
は
バ
ッ
グ

に
手
を
突
っ
込
み
財
布
を
取
ろ

う
と
し
て
き
た
。
連
れ
の
男
は

加
害
女
性
が
財
布
を
取
ろ
う
と

す
る
行
為
を
驚
い
た
様
子
で
見

て
い
た
が
、
他
の
乗
客
が
大
声

で
車
掌
を
呼
ぶ
と
男
女
は
電
車

を
降
り
ホ
ー
ム
で
逃
げ
て
行
っ

た
。
総
領
事
館
で
は
人
の
少
な

い
車
両
に
乗
車
す
る
際
は
注
意

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

邦
人
女
性
が
車
内
で
被
害

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
ハ
ー
レ
ム
ラ
イ
ン
で

示
唆
す
る
発
言
が
日
本
の
メ
デ

ィ
ア
に
漏
れ
た
後
、
木
曜
日
に

謝
罪
し
た
﹂
と
報
じ
た
。
発
言

は
﹁
女
性
が
職
場
や
権
力
の
地

位
を
求
め
る
と
き
に
定
期
的
に

性
差
別
に
直
面
す
る
日
本
で
、

即
時
の
火
事
を
引
き
起
こ
し
た

と
報
じ
て
い
る
。
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
２
０
２
０
年
世
界

男
女
格
差
指
数
に
よ
る
と
、
日

本
の
男
女
格
差
は
﹁
す
べ
て
の

先
進
国
の
中
で
群
を
抜
い
て

最
大
﹂
で
、
１
５
３
か
国
中

１
２
１
か
国
に
ラ
ン
ク
付
け
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

http://www.nyseikatsu.com
https://sharejp.org/schedule/2021/2/20
http://goldsteinvisa.com
https://www.oishinbo-ny.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
https://nypdcrimestoppers.com
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同
じ
順
位
の
相
続
人
が
遺
産

を
均
等
に
相
続
す
る
こ
と
が
必

ず
し
も
妥
当
と
は
言
え
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
相
続
人
の

中
に
、
被
相
続
人
の
財
産
の
増

加
や
維
持
に
特
別
の
寄
与
を
し

た
人
が
あ
る
場
合
は
、
遺
産
の

分
配
に
あ
た
り
、
寄
与
分
と
し

て
別
枠
で
遺
産
を
相
続
で
き
る

よ
う
に
す
る
の
が
﹁
寄
与
分
制

度
﹂
で
す
。

　

例
え
ば
、
長
男
は
高
校
卒
業

後
す
ぐ
に
父
親
の
後
を
継
い
で

農
業
に
従
事
し
、
そ
れ
か
ら
30

年
間
勤
勉
に
働
い
て
き
ま
し

た
。
一
方
次
男
は
、
大
学
を
卒

794

クイック USA
新
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

C
P
a
a
S

と
は
︵
１
︶

日
本
の
相
続
㉘ 

寄
与
分
制
度

　

普
段
の
生
活
の
な
か
で
私
た

ち
は
い
く
つ
も
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
企
業
か
ら
受
信
し
て
い
ま

す
。 
 

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
予
約
確
認
、

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
案
内
、
空
港
で
の

フ
ラ
イ
ト
情
報
通
知
、
サ
ー
ビ

ス
登
録
時
の
二
段
階
認
証
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

日
々
届
き
ま
す
。 

 

　

こ
れ
ら
は
Ａ
２
Ｐ
︵A

ppli-
cation to Person

︶
と
呼
ば

れ
る
、
企
業
が
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
へ
様
々
な
情
報
を
伝
え
る

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
生
活
に
浸
透

し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
近
年

は
メ
ー
ル
と
比
べ
て
到
達
率
と

開
封
率
が
高
く
、
情
報
認
知
効

果
の
高
い
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
︵
シ
ョ
ー

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
︶
を

活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。  

　

と
り
わ
け
、
日
本
に
比
べ
て

ア
メ
リ
カ
で
は
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
例
え

ば
大
手
小
売
店
か
ら
の
セ
ー
ル

告
知
だ
け
で
な
く
、
最
近
で
は

州
か
ら
のC

O
V

ID
-19

関
連

の
情
報
更
新
な
ど
、
企
業
だ
け

で
な
く
政
府
機
関
な
ど
に
も
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。    

　

昨
今
で
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

が
使
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
は
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
、

チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
な
ど
多
様
化

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
は
自
分
の
希
望
す

る
手
段
で
各
種
情
報
を
受
信
し

た
い
と
い
う
需
要
が
急
増
し
て

お
り
ま
す
。  

 

こ
の
様
な
多
種
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
︵
Ｓ

Ｍ
Ｓ
、
メ
ー
ル
、
チ
ャ
ッ
ト
ア

プ
リ
、
音
声
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
な
ど
︶
を
活
用
し
て
企
業
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
最
適

化
し
、
顧
客
体
験
向
上
を
促
進

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
一
般
的
に

C
PaaS (C

om
m

unications 
Platform

 as a Service)

と

呼
び
ま
す
。  

　

こ
のC

PaaS

サ
ー
ビ
ス
の

世
界
市
場
規
模
は
２
０
１
９
年

時
点
で
42
億
ド
ル
と
言
わ
れ
て

お
り
、
年
間
平
均
成
長
率
は
33

％
と
大
き
く
成
長
し
て
い
る
分

野
で
す
。
２
０
２
３
年
に
は
市

場
規
模
が
１
７
２
億
ド
ル
ま
で

達
す
る
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
も

あ
り
、
今
注
目
す
べ
き
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。︵
つ
づ
く
︶
 

 

 
︵
堀
　
晋
太
郎

KDDI America, Inc.  
www.919usa.com

︶

業
し
て
都
会
で
結
婚
し
、
会
社

勤
め
を
し
て
い
ま
す
。
年
に
一

度
手
土
産
を
持
っ
て
孫
の
顔

を
見
せ
に
帰
る
だ
け
で
す
。
父

親
が
亡
く
な
り
、
遺
さ
れ
た
財

産
は
1
億
円
で
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
田
畑
な
ど
の
農
業
用
財

産
で
す
。
父
親
が
財
産
を
遺
せ

た
の
も
、
要
は
長
男
が
一
生
懸

命
に
農
業
を
し
て
い
た
か
ら

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
遺
産
の

名
義
は
父
親
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
中
に
は
相
当
程
度
、
長
男
の

労
働
に
よ
る
寄
与
分
も
含
ま

れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
長
男
の
寄
与
分
が
仮

に
４
０
０
０
万
円
と
す
る
と
、

残
り
の
６
０
０
０
万
円
を
長

男
と
次
男
で
相
続
分
に
従
っ

て
配
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

寄
与
分
の
金
額
は
原
則
、
相

続
人
同
士
の
協
議
で
決
め
ま

す
。
協
議
が
ま
と
ま
ら
な
い
と

き
は
、
家
庭
裁
判
所
で
決
め
て

も
ら
い
ま
す
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計

士
︶

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　昨年来、アメリカ人との会話に Doomscrolling という言葉をよく聞きます。Doom は
暗い運命・状況、Scroll は画面をクルクル移動すること、つまり ネットで悪いニュース
をずっと追いかけ続ける行動を意味します。ソーシャル・ディスタンシングで友人とは会

えず、飲食店も閉まっていて、仕方なくステイホームでスマホばかり見ている。そこに飛び込んでくるのは
コロナ拡大と社会の分断に関する Doom のニュースばかり・・・やめればいいのに、つい何が起きている
のか、画面を Scroll してしまう。それが今のアメリカ人の多くです。
　これが高じて、うつ病（Depression) や睡眠障害を発症する人もいるそうです。精神に異常を来たさない
ためには、画面を見る時間（Screen Time) を自分で意識して大幅に減らすべきと専門家はいいます。自分
でやれないなら、そのためのDigital Detox（デジタル解毒）のプログラムがあります。そこではスマホを預け、
楽しく創造的な時間を演出してもらうこともできます。
　バイデン新大統領は就任演説でこう述べました。「夕べは涙のうちに過ごしても、朝には喜びの歌がある」　
明けない夜はありません。気持ちを切り替えて、Doomscrolling はやめましょう。そして、楽しいことを
考えましょう・・・自戒を込めて。( 旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 米 語
Watch

 【196】

Doomscrolling  
ネットで暗いニュースをずっと追うこと

　

転
職
・
就
職
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
の
ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
、
26

日
︵
金
︶
午
前
９
時
か
ら
﹁
メ

キ
シ
コ
で
の
﹃
ハ
タ
ラ
ク
﹄
が

わ
か
る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹂
を
開
催

す
る
。

　

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
関
連
会

社
ク
イ
ッ
ク
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・

っ
て
い
る
。
質
疑
応
答
の
時
間

も
設
け
る
。
定
員
20
人
。

　

参
加
費
無
料
。
誰
で
も
参
加

可
能
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
９
２
・
０
８
５
０
、

Ｅ
メ
ー
ルquick@

919usa.

com

ま
で
。
申
し
込
み
は
下

記

リ

ン

クhttps://zoom
.

u
s/w

eb
in

ar/reg
ister/

W
N

__eI4c31D
R

R
aH

sp-
kzH

5aX
m

A

か
ら
。

35

メ
キ
シ
コ
の
村
上
彩
さ
ん
が
現

地
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
で
﹁
働
く

こ
と
﹂
や
﹁
暮
ら
す
こ
と
﹂
に

つ
い
て
解
説
す
る
。
村
上
さ
ん

は
メ
キ
シ
コ
在
住
4
年
目
。
日

系
企
業
の
採
用
支
援
、
メ
キ
シ

コ
国
外
在
住
者
を
含
む
多
く
の

求
職
者
の
転
職
サ
ポ
ー
ト
を
行

　

外
務
省
は
17
日
︵
水
︶
午
後

７
時
か
ら
、
国
連
調
達
へ
の
日

本
企
業
の
参
入
促
進
を
図
る
た

め
﹁
国
連
調
達
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
す
る
。
国
連

事
務
局
活
動
支
援
局
を
招
き
、

調
達
参
加
に
必
要
と
な
る
一
般

情
報
を
紹
介
す
る
。
希
望
者
か

ら
の
具
体
的
な
応
札
に
向
け
た

個
別
相
談
も
受
け
付
け
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

un-procurem
ent@

m
ofa.

go.jp

ま
で
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
m

ofa.g
o.jp/m

ofaj/fp/
unp_a/page23_003300.
htm

l

を
参
照
す
る
。

国
連
調
達
セ
ミ
ナ
ー

外
務
省
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
疫
情

報
を
確
認
で
き
る
新
し
い
デ
ジ

タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
﹁
ト

ラ
ベ
ル
レ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
﹂

の
提
供
開
始
を
発
表
し
た
。

顧
客
は
米
国
内
お
よ
び
海

外
に
旅
行
す
る
際
、
こ
の

ト
ラ
ベ
ル
レ
デ
ィ
セ
ン
タ

ー
︵
旅
行
準
備
セ
ン
タ
ー
︶

上
で
出
発
地
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
機
関
を
検
索

で
き
る
ほ
か
、
旅
行
に
必
要
と

さ
れ
る
検
査
結
果
や
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
記
録
を
１
か
所
に
保
存

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

ア
プ
リ
上
の
同
サ
ー
ビ
ス
は
現

時
点
で
英
語
の
み
で
提
供
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

旅
行
ア
プ
リ

メ
キ
シ
コ
で
働
く

ク
イ
ッ
ク
が
セ
ミ
ナ
ー

http://www.919usa.com%EF%B8%B6
http://www.919usa.com%EF%B8%B6
http://www.919usa.com%EF%B8%B6
http://www.919usa.com%EF%B8%B6
www.mofa.go.jp/mofaj/fp/unp_a/page23_003300.html
https://zoom.us/webinar/register/WN__eI4c31DRRaHspkzH5aXmA
https://www.hondag.com
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://myriverside.net/home
https://hls-global.com
https://truetruth.hatenablog.com/
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 New Jersey

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
1

月
31
日
夜
か
ら
2
月
2
日
朝
ま

で
降
り
続
い
た
大
雪
で
、
多
く

の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

が
数
日
閉
鎖
に
な
り
ア
ポ
イ
ン

ト
も
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
な
ど

大
き
な
影
響
が
出
た
が
、
全
体

的
に
は
ま
だ
危
険
状
態
で
は
あ

る
も
の
の
、
少
し
ず
つ
感
染
拡

大
は
抑
え
ら
れ
て
き
て
い
る
と

し
て
、
規
制
を
緩
め
る
動
き
が

出
て
き
た
。

　

本
来
な
ら
全
米
最
大
の
ス
ポ

ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
﹁
ス
ー
パ

ー
ボ
ウ
ル
﹂
当
日
︵
今
年
は
2

月
7
日
︶
は
各
地
で
観
戦
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
に
繰
り
出
し

て
盛
り
上
が
る
一
日
。
今
年
は

規
制
で
例
年
の
よ
う
に
は
盛
り

上
が
れ
な
い
が
、
少
し
だ
け
で

も
州
民
が
楽
し
め
る
よ
う
に

と
、
当
日
に
間
に
合
わ
せ
る
た

め
の
規
制
緩
和
措
置
だ
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
の
屋
内

飲
食
は
、
午
後
10
時
ま
で
だ
っ

た
営
業
時
間
制
限
を
撤
廃
し
、

そ
れ
以
降
も
営
業
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
共
に
、
店
内
で
食
事

で
き
る
人
数
も
、
キ
ャ
パ
の
25

％
か
ら
35
％
に
増
員
し
た
。
営

業
時
間
制
限
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
苦

し
め
た
だ
け
で
、
午
後
10
時
以

降
の
営
業
と
感
染
拡
大
に
は
関

連
性
は
な
か
っ
た
と
い
う
判
断

が
さ
れ
た
形
だ
。
キ
ャ
パ
に
つ

い
て
は
、
他
州
で
は
50
％
ま
で

認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
保
護
の
観

点
か
ら
Ｎ
Ｊ
も
50
％
に
増
員
で

き
る
よ
う
検
討
を
続
け
て
い
く

と
い
う
。

　

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け
で

な
く
、
ジ
ム
、
カ
ジ
ノ
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
、

娯
楽
施
設
、
宗
教
施
設
な
ど
の

屋
内
施
設
の
人
数
制
限
も
、
キ

ャ
パ
の
35
％
に
増
員
し
た
。︵
但

し
上
限
は
１
５
０
人
︶
但
し
、

こ
れ
ま
で
感
染
が
爆
発
的
に
起

き
た
地
区
で
は
、
今
後
も
厳
し

い
独
自
規
制
を
続
け
る
自
治
体

も
あ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
し
て
は
、
現
在
は
バ

ー
ゲ
ン
郡
在
住
者
は
、
メ
ド
ウ

ラ
ン
ド
・
レ
ー
シ
ン
グ
＆
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
が
大
き
な
接
種
会
場
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
フ
ェ
ー

ズ
が
進
む
に
つ
れ
対
象
者
が
一

気
に
増
え
る
時
に
向
け
て
、
Ｎ

Ｊ
州
で
は
23
か
所
の
Ｃ
Ｖ
Ｓ
フ

ァ
ー
マ
シ
ー
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
認
可
さ
れ
る
な
ど
、
接
種
会

場
の
増
設
も
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は

Ｎ
Ｊ
州
の
サ
イ
ト
︵covid19.

nj.gov

︶
に
て
情
報
が
入
手
で

き
る
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
ブ
リ

ッ
ジ
か
ら
も
近
い
住
宅
地
の
バ

ー
ゲ
ン
郡
レ
オ
ニ
ア
は
、﹁
韓

国
系
を
中
心
に
し
た
ア
ジ
ア
人

街
﹂
と
い
う
印
象
が
強
い
と
思

う
が
、
実
は
１
８
０
０
年
代
の

後
期
か
ら
１
９
０
０
年
代
中
盤

ま
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ

エ
イ
タ
ー
達
が
多
く
住
む
町
と

し
て
栄
え
て
い
た
。
市
の
中
心

部
に
設
営
さ
れ
た
﹁
エ
リ
カ
・

ア
ン
ド
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ボ
イ

ド
・
ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー
・
ガ
ー

デ
ン
﹂
は
、
小
さ
い
な
が
ら

も
、
Ｎ
Ｙ
州
の
ス
ト
ー
ム
キ
ン

グ
・
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

並
び
、
多
く
の
彫
像
作
品
を
鑑

賞
で
き
る
場
所
と
し
て
、
ア
ー

ト
愛
好
者
の
間
で
高
く
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

現
在

も
同
市
で
は
芸
術
教
育
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
町
を
挙
げ
て
未

来
の
芸
術
家
を
育
て
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
流
れ
か
ら
生
ま
れ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体﹁
ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー
・

フ
ォ
ー
・
レ
オ
ニ
ア
﹂
は
、
才

能
あ
ふ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達

の
作
品
を
人
々
の
目
に
触
れ
さ

せ
よ
う
と
、
数
年
前
か
ら
市
内

各
所
に
、
大
小
合
計
50
基
近
い

彫
像
作
品
を
設
置
し
た
。
展
示

作
品
は
変
わ
る
た
め
、
現
在
は

35
人
の
作
家
に
よ
る
計
46
作
品

を
展
示
中
。

　

そ
し
て
、
同
団
体
で
は
、
よ

り
多
く
の
人
に
全
て
の
作
品
を

見
て
も
ら
お
う
と
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
。
そ
れ
が﹁
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー
・
ハ
ン
ト
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
２
０
２
１
冬
﹂

だ
。 

エ
リ
カ
・
ア
ン
ド
・
デ

イ
ビ
ッ
ド
・
ボ
イ
ド
・
ス
カ
ル

プ
チ
ャ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
周
辺
や

ブ
ロ
ー
ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー
沿
い
、

図
書
館
近
く
、ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・

パ
ー
ク
ウ
ェ
ー
沿
い
、
市
営
プ

ー
ル
の
敷
地
、
高
校
の
裏
な
ど

に
点
在
す
る
彫
像
作
品
全
て
を

見
つ
け
た
あ
と
、
3
つ
の
質
問

に
答
え
て
回
答
を
送
る
と
、
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
市
内
レ

ス
ト
ラ
ン
の
１
０
０
ド
ル
の
食

事
券
が
当
た
る
。

　

3
つ
の
質
問
は
次
の
通
り
。

１
・
動
物
の
彫
像
は
い
く
つ
あ

り
ま
し
た
か
？　

２
・
自
然
界

に
存
在
し
な
い
こ
と
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
﹁
抽
象
作
品
﹂
は
い

く
つ
あ
り
ま
し
た
か
？　

３
・

あ
な
た
の
一
番
お
気
に
入
り
の

作
品
は
ど
れ
で
す
か
？
そ
の
理

由
は
？　

　

抽
選
は
3
月
21
日
に
行
わ

れ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
、

同
団
体
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
イ

ベ

ン

ト

ペ

ー

ジ　

https://
sculptureforleon

ia.org/
events/　

か
ら
指
示
に
従
っ

て
回
答
を
送
ろ
う
。

　

レ
オ
ニ
ア
は
、
3
年
前
、﹁
市

内
の
道
を
ワ
シ
ン
ト
ン
橋
へ
の

抜
け
道
と
し
て
利
用
す
る
市
外

の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
住
民
の
安

全
を
守
る
﹂
と
い
う
名
目
で
独

自
に
﹁
他
地
区
か
ら
の
車
両
は

３
つ
の
幹
線
道
路
以
外
へ
の
進

入
を
一
切
禁
止
す
る
﹂
と
い
う

法
律
を
制
定
し
物
議
を
か
も
し

た
が
、
現
在
は
廃
止
さ
れ
て
い

て
市
外
の
車
両
も
自
由
に
往
来

で
き
る
の
で
、
極
寒
や
雪
で
は

な
い
晴
れ
た
週
末
な
ど
に
﹁
芸

術
に
触
れ
る
一
日
﹂
と
し
て
町

を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
。

芸
術
の
町
で
家
族
で
彫
像
を
探
す
休
日

ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー
・
フ
ォ
ー
・
レ
オ
ニ
ア

ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
で

コ
ロ
ナ
規
制
緩
和

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://japaneseschool.org
http://www.jwsnj.org/
http://jmart-usa.com/en/
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
https://sculptureforleonia.org/events/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の

系
列
校
、
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
︵
Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ
ー
ト

リ
ー
︶
保
育
部
門
﹁
き
り
ん
の

へ
や 

こ
ど
も
園
﹂
は
２
日
、﹁
節

分
の
集
い
﹂
を
行
っ
た
。﹁
お

に
は
ー
そ
と
、ふ
く
は
ー
う
ち
﹂

と
、
部
屋
中
に
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
声
が
響
い
た
。﹁
ま
め

ま
き
﹂
の
歌
は
最
近
の
子
ど
も

た
ち
の
お
気
に
入
り
の
歌
だ
。

節
分
の
由
来
を
知
る
紙
芝
居
や

ク
イ
ズ
で
は
、
怖
い
鬼
が
出
て

く
る
と
目
を
隠
し
、
福
の
神
が

登
場
す
る
と
安
心
し
た
よ
う
に

笑
顔
が
戻
っ
て
い
た
。

　

﹁
さ
あ
、
今
度
は
折
り
紙
で

鬼
を
折
っ
て
お
面
を
作
り
ま
し

ょ
う
﹂
と
少
し
大
き
め
の
色
紙

が
配
ら
れ
る
と
、
子
ど
も
達
は

色
画
用
紙
に
目
、
鼻
、
口
、
を

描
い
て
切
っ
て
は
っ
た
。早
速
、

完
成
し
た
鬼
の
お
面
を
か
ぶ

り
、
豆
ま
き
に
挑
戦
。
福
豆
に

見
立
て
た
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
鬼

が
貼
ら
れ
た
壁
に
向
か
っ
て
、

﹁
お
に
は
ー
そ
と
！
ふ
く
は
ー

う
ち
！
﹂
と
豆
ま
き
を
楽
し
ん

だ
。
最
後
に
み
ん
な
で
記
念
撮

影
。
自
分
で
作
っ
た
鬼
の
升
に

福
豆
を
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た

鬼は外
きりんのへや

節分の集会開く

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
︵
三
井
知
之
校
長
、
生
徒
数

３
０
５
人
︶
で
は
１
月
31
日
、

幼
稚
部
の
オ
ン
ラ
イ
ン
保
育
で

節
分
を
行
っ
た
。
例
年
で
あ
れ

ば
、
保
護
者
が
扮
し
た
鬼
に
子

供
た
ち
が
豆
を
投
げ
て
鬼
退
治

を
す
る
の
だ
が
、
今
年
は
代
わ

り
に
鬼
の
お
面
を
作
り
、
そ
れ

を
床
に
置
き
、
ソ
ッ
ク
ス
を
丸

め
て
作
っ
た
球
を
何
個
ぶ
つ
け

ら
れ
る
か
を
競
う
﹁
お
に
は
そ

と
ゲ
ー
ム
﹂
を
行
っ
た
。﹁
何

個
ぶ
つ
け
ら
れ
た
か
な
？
﹂
と

い
う
教
師
の
問
い
か
け
に
、
子

供
た
ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画

面
越
し
に
元
気
に
結
果
報
告
し

た
。
最
後
に
全
員
で
お
面
を
か

ぶ
り
、
笑
顔
で
写
真
撮
影
を
行

っ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校

幼稚部でオンライン節分、鬼の面作り

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
で

継
承
日
本
語
教
育
を
行
っ
て
い

る
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
は

１
月
30
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
節

分
特
別
授
業
を
実
施
し
た
。

　

﹁
自
分
の
中
の
鬼
﹂
と
題
し

て
、
自
分
の
直
す
べ
き
点
や
、

や
め
た
い
の
に
な
か
な
か
や

め
ら
れ
な
い
点
な
ど
を
子
ど

も
達
そ
れ
ぞ
れ
が
発
表
し
た
。

﹁
弟
や
妹
に
優
し
く
な
れ
な
い
﹂

﹁
う
そ
を
つ
い
て
し
ま
う
﹂
な

ど
、
改
め
て
自
分
自
身
の
弱
点

を
認
識
す
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
。
そ
し
て
今
年
の
豆
ま
き
で

は
﹁
鬼
は
外
﹂
の
か
け
声
と
共

に
、
自
分
の
中
の
鬼
も
追
い
出

そ
う
と
み
ん
な
で
誓
っ
た
。
節

分
工
作
﹁
パ
ク
パ
ク
鬼
﹂
制
作

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
鬼

が
出
来
上
が
り
、
子
ど
も
達
の

顔
に
笑
顔
が
広
が
っ
た
。ま
た
、

恵
方
巻
の
由
来
や
意
味
だ
け
で

な
く
作
り
方
ま
で
教
わ
り
、
参

加
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
、
我
が
家
の

具
は
何
に
し
よ
う
と
お
寿
司
づ

く
り
が
待
ち
き
れ
な
い
様
子
だ

っ
た
。﹁
笑
う
門
に
は
福
来
る
﹂

の
文
字
通
り
、
特
別
授
業
最
後

に
は
、
参
加
者
全
員
の
満
面
の

笑
顔
で
鬼
退
治
に
成
功
し
た
。

ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
校

節
分
特
別
授
業
﹁
鬼
は
外
！
福
は
内
！
﹂

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総

領
事
館
で
は
令
和
３
年
度

︵
２
０
２
１
年
度
︶
の
小
学
校

と
中
学
校
の
前
期
用
教
科
書
の

申
し
込
み
受
付
を
開
始
し
た
。

申
し
込
み
が
で
き
る
の
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
管
轄
地

域
内
に
住
み
、
在
留
届
を
提
出

し
て
い
る
長
期
滞
在
の
児
童
生

徒
。送
料
は
実
費
負
担
と
な
る
。

た
だ
し
日
本
人
学
校
、
日
本
語

補
習
校
に
在
籍
し
て
い
る
者
に

つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
の
配
布

と
な
る
。
同
総
領
事
館
に
よ
る

と
永
住
者
の
子
供
も
将
来
日
本

に
帰
国
す
る
意
思
が
本
人
に
あ

れ
ば
教
科
書
を
提
供
す
る
。
具

体
的
な
申
し
込
み
方
法
、
教
科

書
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

つ
い
て
は
同
総
領
事
館
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
参
照
。
申
込
み
締
切

り
は
３
月
１
日
︵
月
︶。

詳

細

はhttps://w
w

w
.

n
y

.u
s.em

b-japan
.go.jp/

jp
/

e
d

u
c

a
tio

n
/

0
3

_
textbook_2021_1.htm

l

前
期
教
科
書
の
申
し
込
み

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
で
受
け
付
け
中

https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/education/03_textbook_2021_1.html
http://starchildny.com
http://www.betteratmath.com
https://www.nykoyamashodo.com/
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://www.gwjs.org
https://www.kikokushijoacademy.com/
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協
賛

：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
１
年
度
第
41

回
目
春
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
の
締
め
切
り
は
次
の
通
り
。

第
１
回
選
考　

作
品
発
表
３
月
13
日
号

締
め
切
り 

３
月
５
日
︵
金
︶
必
着

第
２
回
選
考　

作
品
発
表
４
月
10
日
号

締
め
切
り 

４
月
１
日
︵
木
︶
必
着 

※
選
考
作
品
の
発
表
号
に
変
更
が
あ
る
場
合
は

紙
面
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

●
幼
児
の
部

　

字
は
力
を
入
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
書
き
ま
し
ょ

う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

マ
ス
の
中
心
に
大
き
な
字
を
書
く
よ
う
に
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　

は
ら
い
の
方
向
に
気
を
つ
け
な
が
ら
て
い
ね

い
に
書
き
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
大
き
さ
の
区
別
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
中
学
の
部

　

字
と
字
の
間
を
詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

厳
し
い
表
現
に
せ
ず
、
点
画
の
曲
線
、
繋
が

り
に
配
慮
が
必
要
で
す
。

応
募
規
定

 　

応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル

版
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵w

w
w

.nyseikatsu.
com

︶
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
﹁
課
題
﹂
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
︵
団
体
名
、
連
絡

先
等
︶
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
︵
学
校
・
教
室
単
位
︶
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
今
期
の
作
品
の
送
付
は 

、
現
在
の
不
安
定

な
郵
便
事
情
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー

ル
︵info@nyseikatsu.com

︶
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル

に
添
付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
︵
ス
キ
ャ
ン
し

た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
︶。
も
し
ど

う
し
て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前

述
の
Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 第 390 回

　

ア

ー

ト

フ

ェ

ア

﹁artK
Y

O
T

O
 2020

﹂

が
、

昨
年
12
月
４
日
か
ら
６
日
ま

で
、
元
離
宮
二
条
城
及
び
京
都

国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。artK

Y
O

T
O

は
、

京

都

の
歴
史
や
文
化
を
背
景
に
、
日

本
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
発
展
、

ア
ー
ト
産
業
振
興
の
原
動
力

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

２
０
１
９
年
９
月
６
日
〜
９
日

に
世
界
遺
産
二
条
城
を
舞
台
に

初
開
催
さ
れ
た
国
際
ア
ー
ト
フ

ェ
ア
で
す
。
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
と

は
、
ア
ー
ト
を
観
る
だ
け
で
な

く
実
際
に
購
入
が
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
ス
イ
ス
の
ア
ー
ト
・

バ
ー
ゼ
ル
な
ど
が
有
名
で
す

が
、artK

Y
O

T
O

は
、

初

回

は
世
界
遺
産
の
城
を
舞
台
に
し

た
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
、
と
い
う
世

界
初
と
い
え
る
試
み
で
し
た
。

初
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
、
４
日

間
の
期
間
中
の
総
来
場
者
は
約

１
万
人
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

イ
ベ
ン
ト
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都

大
会
の
役
員
も
招
待
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
密
を
避
け
る
と
い

う
観
点
か
ら
２
会
場
で
行
わ

れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
元
離

宮
二
条
城
と
重
要
文
化
財
で
あ

る
当
館
の
明
治
古
都
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
館
に
は
京
都

の
６
軒
を
含
む
全
21
軒
の
出
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
厳
選
さ
れ
た

ア
ー
ト
作
品
が
集
結
し
、
12
月

３
日
の
内
覧
会
を
含
む
４
日
間

の
会
期
中
の
延
べ
来
場
者
数
は

２
３
０
８
人
で
、
会
期
を
通
じ

た
作
品
売
上
は
３
・
２
億
円
を

記
録
し
た
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
美
術
市
場

の
イ
ベ
ン
ト
は
当
然
当
館
の
主

催
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
い
わ

ゆ
る
ユ
ニ
ー
ク
・
ベ
ニ
ュ
ー
と

し
て
の
貸
館
事
業
で
、
コ
ロ
ナ

禍
で
来
館
者
が
減
少
す
る
中
、

貴
重
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、

同
じ
く
昨
年
12
月
に
パ
リ
の
ル

ー
ブ
ル
美
術
館
で
２
週
間
に
わ

た
っ
て
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、﹁
ル
ー
ブ
ル
へ
の
入
札
﹂

と
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
主

催
で
す
。
同
館
は
現
在
コ
ロ
ナ

禍
で
休
館
中
の
た
め
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
の
ク
リ
ス
テ
ィ

ー
ズ
と
ド
ゥ
ル
オ
ー
の
協
力
を

得
て
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
の
デ

ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
の
収
益
は
、
障
害
を
持
つ

人
々
や
貧
困
層
の
子
ど
も
た
ち

を
優
先
的
に
受
け
入
れ
、
芸
術

や
文
化
の
教
育
を
目
的
と
し
た

新
た
な
社
会
包
摂
型
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

使
わ
れ
る
そ
う
で
、
い
わ
ゆ
る

メ
セ
ナ
活
動
の
一
環
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ

る
の
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
所

蔵
作
品
で
は
な
く
、
同
館
で
個

展
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
る
現

役
作
家
の
作
品
で
、
そ
れ
以
外

に
も
名
画
﹁
モ
ナ
リ
ザ
﹂
を
点

検
す
る
作
業
へ
の
立
ち
会
い

や
、
館
長
が
案
内
す
る
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
な
ど
、
貴
重

な
体
験
も
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か

け
た
そ
う
で
す
。﹁
モ
ナ
リ
ザ
﹂

は
年
1
回
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
か

ら
取
り
出
し
て
点
検
を
行
い
ま

す
が
、
そ
の
瞬
間
に
落
札
者
１

人
だ
け
が
立
ち
会
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
も
の
。
こ
の
ほ
か

に
も
夜
の
館
内
ツ
ア
ー
や
、
宮

殿
時
代
に
華
や
か
な
祝
宴
が
開

か
れ
た
﹁
カ
リ
ア
テ
ィ
ー
ド
の

間
﹂
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

趣
向
を
こ
ら
し
た
体
験
が
出
品

さ
れ
て
お
り
、
体
験
の
期
限
は

落
札
か
ら
２
年
間
と
の
こ
と
。

カ
ル
テ
ィ
エ
が
寄
付
し
た
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
に
は
、
同
美
術
館
で

の
贈
呈
式
と
仏
王
室
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
特
別
ツ
ア
ー
、
カ
ル
テ

ィ
エ
が
パ
リ
市
内
に
持
つ
非
公

開
の
工
房
見
学
も
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
と
か
。

︵
文
・
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
︶

artKYOTO
2020

Ｑ　

現
在
ジ
ュ
ニ
ア
の
息
子
が

い
ま
す
。
大
学
進
学
準
備
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
、
息

子
は
正
直
何
も
し
て
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
Ｓ
Ａ
Ｔ
も
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
の
大
学
が
多
い
か
ら
テ
ス
ト

を
受
け
な
い
と
言
っ
て
ま
す
。

今
の
シ
ニ
ア
で
テ
ス
ト
を
受
け

ず
に
大
学
に
合
格
し
た
人
達
が

周
り
に
い
る
せ
い
か
、
そ
れ
ほ

ど
重
要
と
は
思
っ
て
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
去
年
と
は
事

情
が
違
う
の
で
テ
ス
ト
を
受
け

る
よ
う
に
と
言
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
言
う
こ
と
を
聞
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
よ
り
学
校
の
勉
強
や

Ａ
Ｐ
テ
ス
ト
の
準
備
に
時
間
を

割
き
た
い
と
言
い
ま
す
。
授
業

を
リ
モ
ー
ト
で
受
け
て
い
る
せ

い
も
あ
り
、
学
校
か
ら
大
学
進

学
情
報
が
入
っ
て
こ
ず
不
安
に

な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
息
子
が

一
番
行
き
た
い
大
学
は
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
で
す
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
受
け
な
く

て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。　
　

　
　
　
　
　
　

︵
Ｎ
Ｙ
州
、
母
︶

Ａ　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

テ
ス
ト
を
受
け
ら
れ
な
い
人
が

多
か
っ
た
た
め
、
大
部
分
の
大

学
が
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
ス
コ

ア
提
出
を
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
に
し

ま
し
た
。
現
ジ
ュ
ニ
ア
が
大
学

に
出
願
す
る
時
も
、
例
年
に
比

べ
る
と
テ
ス
ト
を
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
に
す
る
大
学
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
す
で
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
や
コ
ー
ネ
ル
大
学
な
ど
は
、

テ
ス
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
の
ポ

リ
シ
ー
を
一
年
延
長
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
息
子
さ

ん
の
出
願
予
定
の
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

は
、
２
０
２
４
年
秋
ま
で
の
入

学
志
望
者
に
対
し
て
テ
ス
ト
ス

コ
ア
を
入
学
審
査
に
考
慮
し
な

い
と
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
す
べ
て
の
大
学
が
テ

ス
ト
の
ポ
リ
シ
ー
を
発
表
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
に
短
く
お
答
え
す
る
の
な

ら
、
出
願
し
た
い
大
学
す
べ
て

が
テ
ス
ト
を
要
求
し
な
い
と
は

っ
き
り
わ
か
る
ま
で
、
Ｓ
Ａ
Ｔ

の
勉
強
を
し
て
受
験
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

息
子
さ
ん
に
今
一
番
し
て
ほ

し
い
の
は
、
大
学
を
よ
く
リ
サ

ー
チ
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

志
望
大
学
リ
ス
ト
を
作
り
始
め

る
こ
と
で
す
。
高
校
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
リ
モ
ー

ト
面
談
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
大
抵
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
希
望
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
大
学
の
規
模
、

専
攻
な
ど
を
入
力
す
る
と
フ
ィ

ッ
ト
す
る
大
学
名
の
出
る
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
、
大
学
リ
ス
ト
を

作
成
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

自
分
で
も
、
興
味
の
あ
る
大
学

の
サ
イ
ト
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
の

カ
レ
ッ
ジ
ツ
ア
ー
や
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

加
す
る
な
ど
し
て
、
大
学
の
情

報
を
得
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ

い
。

　

す
で
に
テ
ス
ト
・
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
を
発
表
し
て
い
る
大
学
を

中
心
に
大
学
リ
ス
ト
を
作
成
す

る
の
は
い
い
で
す
が
、
息
子
さ

ん
に
と
っ
て
理
想
的
な
大
学
な

の
に
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
ス
コ
ア
が
要

求
さ
れ
る
の
で
出
願
し
な
い
と

い
う
の
で
は
残
念
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
出
願
時
期
ま
で
に

息
子
さ
ん
の
志
望
の
大
学
が
変

わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
今

後
気
が
変
わ
っ
た
時
に
後
悔
し

な
い
た
め
に
も
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
勉

強
を
し
て
受
験
す
る
こ
と
で
、

大
学
の
選
択
肢
を
広
げ
て
お
い

た
方
が
賢
明
で
す
。
た
だ
、
大

学
の
出
願
時
の
ポ
リ
シ
ー
は
い

つ
変
わ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

今
は
ま
だ
テ
ス
ト
・
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
で
な
く
て
も
後
で
そ
う
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大

学
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登

録
し
た
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

り
し
て
、
気
に
な
る
大
学
の
最

新
出
願
情
報
を
収
集
す
る
よ
う

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

大
学
出
願
準
備
と
し
て
大
抵

の
人
が
一
番
に
考
え
る
の
は
Ｓ

Ａ
Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
テ
ス
ト

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
入
学
審

査
に
お
い
て
学
校
の
成
績
が
最

も
重
要
な
要
素
で
す
。
そ
し
て

次
に
重
要
な
の
は
履
修
ク
ラ
ス

の
難
易
度
で
す
。
そ
の
点
で
、

息
子
さ
ん
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
間

違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
志
望
す
る
専
攻
が
決
ま

っ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
専
攻

に
関
連
す
る
難
易
度
の
高
い
ク

ラ
ス
で
良
い
成
績
を
収
め
る
の

が
理
想
で
す
。
そ
の
上
で
、
テ

ス
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
の
大
学

に
も
良
い
ス
コ
ア
を
提
出
で
き

れ
ば
、
有
利
に
働
き
ま
す
。　

　

な
か
に
は
、
学
校
の
成
績
は

良
い
の
に
Ｓ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
テ
ス

ト
と
な
る
と
実
力
が
発
揮
で
き

な
い
人
が
い
ま
す
。
テ
ス
ト
の

提
出
が
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
の
大
学

の
場
合
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
ス
コ
ア
が
出

願
す
る
大
学
の
合
格
者
上
位
50

％
以
上
に
入
っ
て
い
れ
ば
提
出

し
た
方
が
い
い
で
す
が
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
送
ら
な
い
方
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
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今
は
本
物
の
犬
と
ロ
ボ
ッ
ト

の
犬
が
い
ま
す
。
本
物
の
犬
と

ロ
ボ
ッ
ト
は
行
動
や
形
が
と
て

も
に
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
本

物
の
犬
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
な
い

物
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
自
分
を
治
せ
る

事
で
す
。
本
当
に
生
き
て
い
た

ら
、
小
さ
な
き
ず
は
、
数
日
ほ

ど
で
治
り
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
は

ち
が
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
小

さ
い
き
ず
で
も
で
き
た
ら
そ
の

ロ
ボ
ッ
ト
に
え
い
え
ん
に
残
り

ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
自
分
で
自

分
を
治
す
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
ロ
ボ
ッ
ト
は
感
じ

ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

ど
れ
だ
け
ロ
ボ
ッ
ト
の
犬
を
愛

し
て
い
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
犬

は
決
し
て
あ
な
た
を
愛
す
る
事

は
で
き
ま
せ
ん
。
感
じ
ょ
う
が

な
い
事
は
と
て
も
ふ
こ
う
な
事

で
す
。

　

三
つ
目
は
生
き
物
は
全
く
同

じ
物
が
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
ロ

ボ
ッ
ト
は
そ
れ
と
全
く
同
じ
物

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。
こ
れ

は
あ
ま
り
よ
く
な
い
事
で
す
。

な
ぜ
な
ら
一
つ
だ
け
し
か
な
け

れ
ば
、
そ
れ
を
大
切
に
し
ま
す
。

け
れ
ど
同
じ
物
が
何
こ
も
あ
っ

た
ら
、
人
は
あ
ま
り
そ
れ
を
大

切
に
し
な
い
で
し
ょ
う
。

　

本
物
の
犬
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
な

い
た
く
さ
ん
の
特
ち
ょ
う
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
は
命

が
あ
る
か
ら
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、

ロ
ボ
ッ
ト
は
命
が
あ
る
物
に
は

か
な
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

︵
滞
米
10
年
６
か
月
︶
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ぼ
く
は
、
土
曜
日
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た
。
な

ぜ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た

か
と
い
う
と
、
ぼ
く
の
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
と
テ
ニ
ス
を
す
る
時

の
、
服
と
ズ
ボ
ン
とT

rum
p 

T
ow

er

を
見
に
行
く
の
が
、

目
的
で
し
た
。

　

さ
い
し
ょ
に
行
っ
た
の
が
、

テ
ニ
ス
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。
そ

の
次
ぼ
く
が
ト
イ
レ
に
行
き
た

か
っ
た
の
でU

niqlo

に
行
っ

た
け
れ
ど
、
ト
イ
レ
が
な
か
っ

た
の
で
車
を
と
め
て
い
た
場
所

に
ト
イ
レ
が
あ
っ
た
か
ら
ト
イ

レ
に
行
き
ま
し
た
。

　

次
にLego

シ
ョ
ッ
プ
に
行

っ
て
、Lego

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア

を
買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
名
前
を
サ
メ

く
ん
に
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
ま
た
ト
イ
レ
に
行
っ

て
、Bryant Park

に
行
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
工
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
次
に
、
ゲ
ー
ム
の
世
界

の
場
所
み
た
い
な
所
に
行
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
場
所

はH
ershey's

の
チ
ョ
コ
取

り
ほ
う
だ
い
で
、
レ
バ
ー
を
お

ろ
す
と
チ
ョ
コ
が
出
て
く
る
所

で
す
。
そ
の
場
所
は
チ
ョ
コ
の

お
み
や
げ
み
た
い
な
場
所
で
し

た
。
チ
ョ
コ
取
り
ほ
う
だ
い
の

所
が
終
わ
っ
て
外
に
出
る
と
、

お
父
さ
ん
が
コ
ー
ラ
を
飲
み
た

い
と
い
っ
て
、
コ
ー
ラ
を
買
う

事
に
し
ま
し
た
。
店
の
人
に
お

父
さ
ん
が
、
コ
ー
ラ
と
い
っ
た

か
ら
店
の
人
に
通
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
え
い
語

で
コ
ー
ク
と
い
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
お
父
さ
ん
が
コ
ー
ラ
と
い

っ
て
も
通
じ
な
か
っ
た
の
で
、

お
父
さ
ん
が
実
物
を
み
せ
る

と
、
店
の
人
は
O
Ｋ
と
い
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
野
球
の
店
に
入
っ

て
み
ま
し
た
。
そ
し
て
せ
ん

し
ゅ
が
き
て
い
る
ま
っ
た
く
同

じ
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
買
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
次
に
、

お
母
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

を
ス
タ
バ
に
買
い
に
行
き
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
し
か
売

っ
て
い
な
い
コ
ッ
プ
を
お
母
さ

ん
は
あ
つ
め
て
い
て
、
黒
い
コ

ッ
プ
は
も
っ
て
い
る
の
で
、
赤

い
コ
ッ
プ
を
買
い
ま
し
た
。

　

か
え
っ
て
次
の
日
に
は
、
ふ

と
も
も
が
い
た
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
７
か
月
︶

 ﹁
ロ
ボ
ッ
ト
は
命
に
は

　
　
　
　
　

か
な
わ
な
い
﹂

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銭　

美
慧
希　

　

わ
た
し
は
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ

ナ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
ク

リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
は
、
チ
ー

ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
で
す
。

　

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
に
な
っ

た
わ
け
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
、

﹁
ぜ
っ
た
い
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ

ュ
。﹂
と
。
さ
け
ん
だ
か
ら
で

す
。
わ
た
し
は
、
本
当
は
く
し

か
つ
が
よ
か
っ
た
け
れ
ど
、
お

兄
ち
ゃ
ん
の
あ
ん
に
負
け
て
し

ま
い
、
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
に

な
っ
て
く
や
し
か
っ
た
で
す
。

　

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
と
は
、

え
び
や
た
こ
、
や
さ
い
な
ど
を

チ
ー
ズ
に
つ
け
て
食
べ
た
り
す

る
料
理
で
す
。

　

本
当
は
、
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ

ュ
せ
ん
用
の
チ
ー
ズ
が
あ
る
の

で
す
が
、
買
え
な
か
っ
た
の
で

ま
ぜ
て
作
り
ま
し
た
。

﹁
い
が
い
と
お
い
し
い
じ
ゃ

ん
。﹂
と
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い

っ
て
い
ま
し
た
が
、
わ
た
し
は

い
が
い
で
は
な
く
、
ふ
つ
う
に

お
い
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
が
た
こ
を
食
べ

よ
う
と
す
る
と
、
チ
ー
ズ
の
中

に
入
っ
て
、
み
つ
か
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
食
べ
た
あ
と
サ

ン
タ
さ
ん
が
来
る
か
ど
う
か
ふ

安
な
気
持
ち
で
ね
ま
し
た
。
す

る
と
、
な
ん
と
サ
ン
タ
さ
ん
が

来
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

リ
ン
グ
フ
ィ
ッ
ト
・
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
す
。
今
は
、
コ
ロ
ナ

で
世
界
が
た
い
へ
ん
な
じ
ょ
う

き
ょ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
家
で

も
で
き
る
運
動
け
い
の
ゲ
ー
ム

で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

さ
っ
そ
く
や
っ
て
み
る
と
、

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、

つ
い
二
時
間
や
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
次
の
日
に
足

や
こ
し
、
か
た
の
い
た
み
が
出

て
、
な
か
な
か
と
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。﹁
こ
れ
が
、
き
ん
に
く

つ
う
か
。﹂
と
、
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ゲ
ー
ム
は
、
運
動
を
し

な
が
ら
バ
ト
ル
を
す
る
ゲ
ー
ム

で
す
。

　

今
ど
や
る
時
は
、
ち
ゃ
ん
と

ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
や
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
も
ら
っ
た
け
れ

ど
、
お
兄
ち
ゃ
ん
は
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
も
ら
え
な
く
て
が
っ
か

り
し
て
い
ま
し
た
。﹁
わ
た
し

は
も
ら
え
て
る
か
ら
い
っ
か
。﹂

と
思
い
ま
し
た
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
は
ひ
っ
し
に
が

ん
ば
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ

が
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
の
で
、
お
兄

ち
ゃ
ん
は
し
か
た
が
な
く
自
分

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
っ
て
い
ま

し
た
。﹁
わ
た
し
は
い
つ
ま
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
え
る
の
か

な
？
﹂
と
思
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
３
年
７
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

ぼ
く
が
す
き
な
も
の
は
二
つ

あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ポ
ケ
モ
ン
が
す
き
で

す
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
す
き
か

と
い
う
と
、
と
ん
だ
り
、
ほ
の

お
や
水
や
電
気
な
ど
を
自
由
に

あ
や
つ
れ
て
、
強
く
て
か
っ
こ

い
い
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
る

世
界
が
す
き
で
す
。

　

次
に
、
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
も
す

き
で
す
。
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
は
、

コ
マ
み
た
い
に
回
し
て
遊
ぶ
お

も
ち
ゃ
で
す
。
ラ
ン
チ
ャ
ー
と

い
う
道
具
で
、
ベ
イ
を
回
し
て

遊
び
ま
す
。
ぼ
く
が
す
き
な
の

は
形
で
す
。
角
み
た
い
に
と
が

っ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
て
、
か

っ
こ
い
い
で
す
。

　

さ
い
ご
に
、
ポ
ケ
モ
ン
も
ベ

イ
ブ
レ
ー
ド
も
、
ア
ニ
メ
が
お

も
し
ろ
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ぼ
く
は
強
く

て
か
っ
こ
い
い
も
の
が
す
き
で

す
。
友
だ
ち
と
ポ
ケ
モ
ン
を
交

か
ん
し
た
り
、
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド

を
見
せ
合
い
っ
こ
し
た
り
す
る

時
が
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し
ま

す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
４
年
４
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 「サンタさんが来た」
　　　　　　　ニューヨーク育英学園全日制小３

　　　　　　　　　　　　　　　松本　結衣

 「ぼくのすきなもの」
　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小３

　　　　　　　　　　よしお　あつと

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

花
は

静
か
に

咲
い
た

静
か
に

ゆ
れ
て

静
か
に

し
お
れ
て
し
ま
っ
た

花
は

静
か
に

生
き
た

　
　
　
　

︵
滞
米
12
年
11
か
月
︶

 ﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
事
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡　

恒
太

　

 「静かに…」
　　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校中１

　　　　　　　　　　　コワルチャック　真琴

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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■
常
盤
新
平
︵
と
き
わ
し
ん
ぺ
い
、
１
９
３
１
年
〜
２
０
１
３
年)

＝
作
家
、
翻
訳
家
。

岩
手
県
水
沢
市
︵
現
・
奥
州
市
︶
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
英
文
科
卒
。
同
大
学

院
修
了
。
早
川
書
房
に
入
社
し
、﹃
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ
ス
テ
リ
・
マ
ガ
ジ
ン
﹄
の
編
集
長
を

経
て
フ
リ
ー
の
文
筆
生
活
に
入
る
。
86
年
に
初
の
自
伝
的
小
説
﹃
遠
い
ア
メ
リ
カ
﹄
で

第
96
回
直
木
賞
受
賞
。
本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
に
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま

で
約
３
年
余
り
コ
ラ
ム
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
三
昧
﹂
に
24
作
品
を
書
き
下
ろ
し
連
載
。

13
年
﹃
私
の
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
﹂
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
﹄︵
幻
戯
書
房
︶
に
収
録
。
本
紙
で

は
そ
の
中
か
ら
12
作
品
を
復
刻
連
載
し
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め
て

訪
れ
た
と
き
は
、
二
週
間
の
予

定
が
出
版
社
め
ぐ
り
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

出
版
社
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

を
何
十
社
か
訪
ね
た
の
だ
が
、

五
番
街
に
あ
っ
た
サ
イ
モ
ン
＆

シ
ュ
ス
タ
ー
社
︵
Ｓ
＆
Ｓ
︶
の

こ
と
は
わ
り
に
よ
く
憶
え
て
い

る
。

　

受
付
が
広
く
て
薄
暗
く
て
、

重
厚
な
感
じ
が
し
た
。
会
っ
て

く
れ
た
の
は
著
作
権
担
当
の
中

年
女
性
で
、
半
年
後
に
出
版
予

定
の
ゲ
ラ
刷
を
見
せ
て
く
れ

て
、
そ
の
あ
と
別
の
プ
ル
ー
フ

︵
見
本
︶
を
ホ
テ
ル
に
届
け
て

く
れ
た
。

　

ホ
テ
ル
は
五
十
九
丁
目
と
五

番
街
の
角
の
プ
ラ
ザ
だ
っ
た
。

高
級
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
た
ほ
う

が
﹁
何
か
と
便
利
だ
か
ら
﹂
と

旅
行
代
理
店
に
す
す
め
ら
れ
た

の
だ
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
出
版
社

は
吸
収
合
併
を
繰
り
返
し
て
、

私
な
ど
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

当
時
、
私
は
翻
訳
専
門
出
版

社
の
編
集
部
員
で
、
出
版
界
の

業
界
誌
﹁
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー

ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
﹂︵
Ｐ
Ｗ
︶

を
読
む
の
が
仕
事
の
一
つ
だ
っ

　

そ
の
一
冊
は
地
球
の
歩
き
方

シ
リ
ー
ズ
の﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂

だ
が
、
私
が
所
持
し
て
い
る
の

は
一
九
九
六
ー
七
年
度
版
だ
か

ら
、も
う
ひ
と
昔
前
の
も
の
だ
。

そ
れ
で
も
、
読
ん
で
み
る
と
面

白
い
。

　

も
う
一
冊
は﹁
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂の
〇
七
年
版
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
Ｎ
Ｙ
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
ま
め
に
集
め
た
の

で
、
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
が
、

本
の
山
か
ら
取
り
出
せ
な
い
。

　

二
冊
の
が
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は

も
ち
ろ
ん
リ
ト
ル
・
イ
タ
リ
ー

が
出
て
く
る
。
こ
こ
は
映
画
の

﹁
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
﹂
に
も

登
場
し
た
。

　

リ
ト
ル
・
イ
タ
リ
ー
の
マ
ル

ベ
リ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
は
な
ん

ど
も
歩
い
て
い
る
。

　

一
度
は
サ
ン
・
ジ
ェ
ン
ナ
ロ

と
い
う
聖
人
の
お
祭
り
の
日
だ

っ
た
。

　

こ
の
聖
人
の
像
が
街
の
通
り

を
練
り
歩
く
の
を
見
物
し
た
。

　

こ
の
あ
た
り
は
十
九
世
紀
半

ば
か
ら
イ
タ
リ
ア
人
と
中
国
人

の
移
民
が
流
れ
こ
ん
で
き
て
、

リ
ト
ル
・
イ
タ
リ
ー
と
チ
ャ
イ

ナ
タ
ウ
ン
が
で
き
た
と
い
う
。

　

今
は
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
が
リ

ト
ル
・
イ
タ
リ
ー
ま
で
進
出
し

て
き
て
い
る
。

　

カ
ナ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
近

い
マ
ル
ベ
リ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト

に
あ
る
ラ
・
ベ
ッ
ラ
・
フ
ェ
ラ

ー
ラ
と
い
う
カ
フ
ェ
で
パ
ス
タ

と
カ
プ
チ
ー
ノ
の
昼
食
を
と
っ

た
こ
と
が
あ
る
。

　

朝
の
八
時
ご
ろ
西
四
十
四
丁

目
の
ホ
テ
ル
か
ら
タ
ク
シ
ー
を

拾
っ
て
行
っ
た
の
だ
。
一
人
で

行
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
こ
ろ

に
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
も
す
で

に
安
全
な
街
に
な
っ
て
い
た
。

︵
２
０
１
０
年
５
月
22
日
号
掲

載
︶

リ
ト
ル
・
イ
タ
リ
ー
の
朝
食

た
。

　

仕
事
と
い
う
よ
り
も
楽
し
み

に
し
て
い
た
。

　

と
り
わ
け
春
秋
の
新
刊
予
告

を
並
べ
た
ぶ
あ
つ
い
特
集
号
が

待
ち
遠
し
か
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
私
に
と
っ
て
は

ま
だ
見
ぬ
国
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
行
く
の
は
、
夢
の
ま
た
夢

だ
ろ
う
と
諦
め
て
い
た
。
ド
ル

が
高
か
っ
た
。

　

幸
い
と
勤
め
て
い
た
出
版
社

が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

を
出
し
て
繁
栄
し
、
そ
の
お
か

げ
で
私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
六
七
年
の
こ
と
だ
っ
た

と
思
う
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
つ
い
て
は

そ
れ
ま
で
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

集
め
て
、
そ
れ
を
読
ん
で
い
た

か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
こ
と

な
ら
な
ん
で
も
わ
か
る
と
う
ぬ

ぼ
れ
て
い
た
。

　

で
も
、
は
じ
め
て
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
そ
の
う
ぬ
ぼ
れ
を
打

ち
く
だ
か
れ
た
。

　

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
と
は

こ
の
こ
と
だ
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
は
い
っ
て

か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く

機
会
が
し
ば
し
ば
や
っ
て
き

た
。　

　

私
は
す
で
に
会
社
勤
め
を
辞

め
て
い
て
、
翻
訳
と
雑
文
書
き

に
精
を
出
し
て
い
た
。

　

有
難
い
こ
と
に
雑
誌
な
ど
の

取
材
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ

る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。

　

バ
ブ
ル
の
時
代
が
来
て
い

て
、
私
も
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
時
代
を
過
ぎ
て
、
海
外

へ
出
か
け
る
こ
と
も
な
く
な

り
、
今
や
の
ん
び
り
温
泉
に
つ

か
る
こ
と
も
め
っ
た
に
な
い
。

　

昨
今
は
ひ
ま
が
で
き
る
と
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
ひ
ろ
げ
て
み
る
。

リトル・イタリー「ラ・ベッラ・フェラーラ」のウエイトレス（撮影・三浦良一）
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 BOOKS
　

日
本
の
人
口
減
少
が
止
ま
ら

な
い
。
人
口
維
持
に
必
要
な
子

供
の
数
、
い
わ
ゆ
る
合
計
特
殊

出
生
率
の
人
口
置
換
水
準
は

２
・
１
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
１
人
の
女
性
が
生
涯
に

２
・
１
人
の
子
供
を
産
ん
で
、

初
め
て
人
口
維
持
が
可
能
と
な

る
。
日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率

が
こ
の
数
値
を
割
り
込
む
の
が

常
態
化
し
た
の
は
１
９
７
４

年
︵
昭
和
49
年
︶
か
ら
の
こ
と

で
、
以
降
、
徐
々
に
減
少
を
続

け
、２
０
１
９
年
︵
令
和
元
年
︶

で
は
１
・
３
６
、
出
生
数
に
至

っ
て
は
１
８
９
９
年
︵
明
治
32

年
︶
の
調
査
以
来
、
最
低
の

86
万
５
２
３
４
人
と
な
っ
た
。

日
本
の
人
口
減
少
は
深
刻
な
問

題
だ
。

　

本
書
で
は
、
人
口
の
減
少
が

将
来
の
日
本
に
何
を
も
た
ら
す

の
か
を
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
を
元

に
し
て
未
来
の
日
本
の
姿
、
カ

タ
チ
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い

る
。
ま
ず
、
第
一
に
近
年
人
口

減
少
の
打
開
策
と
し
て
、
移
民

に
よ
っ
て
人
口
を
維
持
す
れ
ば

い
い
と
い
う
声
が
頻
繁
に
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
警
鐘

を
鳴
ら
す
。
日
本
は
治
安
も
良

く
、
コ
ロ
ナ
前
で
あ
れ
ば
日
本

全
国
の
観
光
名
所
に
は
海
外
か

ら
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
、

東
京
、
京
都
だ
け
で
は
な
い
地

方
の
温
泉
や
秘
境
な
ど
に
も
美

味
し
い
日
本
食
と
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
﹁
美
し
い
日
本
﹂
に
大

満
足
し
て
帰
る
外
国
人
が
多

く
、
観
光
で
訪
れ
る
人
気
の
国

の
常
に
上
位
を
占
め
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
通
過
し
て
お

金
を
落
と
し
て
い
く
観
光
客
だ

か
ら
こ
そ
、
お
も
て
な
し
の
心

で
観
光
地
も
歓
迎
し
て
く
れ
る

わ
け
で
、
仕
事
を
し
て
住
む
と

な
る
と
話
は
別
だ
。

　

海
外
か
ら
い
き
な
り
居
住
す

る
た
め
に
来
日
し
て
、
都
心
の

広
い
住
宅
に
住
み
、
高
い
給
与

を
得
て
、
家
族
が
安
全
に
暮
ら

せ
、
子
供
の
教
育
に
も
不
安
の

な
い
生
活
を
外
国
人
が
日
本
で

す
る
た
め
に
は
、
自
国
の
企
業

に
就
職
し
て
日
本
駐
在
の
派
遣

社
員
と
し
て
日
本
で
暮
ら
す
し

か
方
法
は
な
い
。
そ
れ
以
外
で

日
本
に
自
力
で
移
民
す
る
人

は
、
自
国
に
い
る
よ
り
は
日
本

に
滞
在
し
た
方
が
ま
だ
マ
シ
と

い
う
、
い
わ
ば
経
済
も
社
会
構

造
も
日
本
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い

な
い
国
や
地
域
か
ら
の
移
民
が

圧
倒
的
に
多
く
な
る
。

　

日
本
語
を
き
ち
ん
と
使
え
な

く
て
も
で
き
る
物
流
の
仕
分
け

の
仕
事
や
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
な

ど
限
ら
れ
た
日
本
語
で
仕
事
が

で
き
る
職
種
に
多
く
の
外
国
人

が
従
事
し
て
い
る
の
を
見
れ

ば
、
移
民
に
よ
っ
て
人
口
を
増

や
す
と
い
っ
て
も
、
日
本
語
を

そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
非
日

本
語
圏
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

創
出
を
促
し
、
日
本
語
に
対
す

る
教
育
需
要
の
低
下
、
ひ
い
て

は
日
本
語
の
衰
退
、
日
本
人
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
社

会
構
造
の
変
化
を
も
た
ら
す
と

筆
者
は
危
機
感
を
持
っ
て
述
べ

て
い
る
。

　

日
本
で
は
新
政
権
の
誕
生
と

共
に
、
条
件
付
き
で
は
あ
る
も

の
の
、
新
婚
世
帯
に
対
し
て
最

大
60
万
円
の
補
助
、
さ
ら
に
不

妊
治
療
へ
の
健
康
保
険
の
適
用

を
検
討
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
と
こ
ろ
に
﹁
よ
う
や
く
国
も

少
子
化
問
題
対
策
に
本
腰
を
入

れ
始
め
た
様
子
が
見
て
取
れ
る

大
き
な
前
進
﹂
と
し
な
が
ら
も

ま
だ
ま
だ
官
民
が
一
体
と
な
っ

て
少
子
化
問
題
に
取
り
組
ん
で

行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
訴

え
て
い
る
。

　

移
民
で
人
口
を
増
や
す
云
々

の
前
に
、
単
一
民
族
で
あ
る
日

本
と
い
う
国
が
、
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
な
多
民
族
国
家
を
容
認
で

き
る
の
か
、
二
重
国
籍
を
認
め

な
い
日
本
が
海
外
か
ら
流
入
す

る
移
民
と
共
同
し
て
新
し
い
日

本
を
作
る
な
ど
と
い
う
気
概
は

到
底
感
じ
ら
れ
な
い
。
減
る
も

の
が
あ
れ
ば
増
え
る
も
の
も
あ

る
。
人
口
問
題
を
パ
イ
の
全
体

量
を
一
定
と
考
え
る
ゼ
ロ
サ
ム

問
題
と
考
え
る
な
ら
、
案
外
八

方
円
満
な
方
向
性
を
見
つ
出
せ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。　

︵
三
︶

 日本人の活路を見出す
　　　　　　　　楡　周平・著

小学館新書・刊

■渋沢栄一「青淵論叢」（鹿島茂・編訳、講談社学術文庫）
幕臣から明治政府を経て実業家となった渋沢栄一（1840
〜 1931）。「日本資本主義の父」は後世に何を言い遺そう
としたのか。家訓、倫理観、経済観、政治観、人生観など
のテーマについて、32 項目にわたり日本の明日を憂いな
がら語った談話集の完全現代語訳。■2020年の恋人たち（島
本理生、中央公論新社）ワインバーを営んでいた母が突然
の事故死。落ち着く間もなく、母の店を引き継ぐかどうか、
娘の葵は選択を迫られる。めまぐるしく変化する日常と、
周りを取り巻く男たちとの関係性のなかで葵の心は揺れ動
く。32 歳独身女の煩悶と決断とは。■デキる人はこっそ
り使ってる！人を動かす20の質問術（安田正、ポプラ新書）
1700 社を顧客に持つコミュニケーションのプロが、ビジ
ネスに悩みを抱える 55 万人のコミュニケーション力を格
段にアップさせたマル秘メソッド。人を思うように動かす
ノウハウとすぐに使えるテクニックが満載。■天使の爪　
上・下（大沢在昌、角川文庫）麻薬密売組織のボスから逃
げだした愛人のはつみは、女性刑事の明日香に保護されて
いた。しかし組織から逃げきれず、銃撃された２人はそれ
ぞれ身体と脳を失う。そして、はつみの身体に明日香の脳
が移植され「アスカ」として生まれ変わった。1995 年に
刊行されたハードボイルド「天使の牙」の続編。■ゴミ人
間 -日本中から笑われた夢がある（西野亮廣、KADOKAWA）芸人・絵本
作家の西野亮廣の覚悟とは。2005 年、西野が絵を描き始めたあの日、そし
て「テレビのひな壇には出演しない」と言ったあの日から、何年間にもわた
るバッシングが始まった。映画『えんとつ町のプペル』公開を機に、今にも
灯が消されてしまいそうな人に寄り添い、生き延び方を伝えるため、秘めら
れた想いを明かす。■歴史を活かす力（出口治明、文藝春秋）立命館アジア
太平洋大学学長、ライフネット生命保険創業者で歴史をこよなく愛する著者
が、日本史・世界史の垣根を越えて、マネー・失敗・リーダーなど 10 のテー
マに分類。一問一答形式で 80 の歴史のエッセンスを紹介する。歴史につい
ての数々の疑問に答えてくれる、歴史好きには絶好の一冊。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊国屋書店NY本店

　

渋
沢
栄
一
が
語
っ
た
談
話
集
の
現
代
語
訳
。
32
歳
、
独
身
女
の
煩
悶
と
決
断
。
人
を
思

う
よ
う
に
動
か
す
ノ
ウ
ハ
ウ
。
１
９
９
５
年
刊
行
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
の
続
編
。
芸
人
・

絵
本
作
家
、
西
野
亮
廣
の
覚
悟
。
歴
史
に
つ
い
て
の
80
の
疑
問
に
答
え
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

ア
メ
リ
カ
社
会
に
存
在
す
る
カ
ー
ス
ト

 AMERICAN BOOK JAM
 『Caste』

Written by Isabel Wilkerson
Published by Random House

　

ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
/
作
家
で
あ

る
イ
ザ
ベ
ル
・
ウ
ィ
ル
カ
ー
ソ

ン
の
作
品
。
影
響
力
の
あ
る
オ

プ
ラ
・
ウ
ィ
ン
フ
リ
ー
・
ブ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
選
書
と
な
り
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

　

内
容
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に

存
在
す
る
カ
ー
ス
ト
制
度
に
つ

い
て
語
っ
た
も
の
だ
。
カ
ー
ス

ト
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
階
層
構

造
で
、
下
層
階
級
の
人
々
は
劣

っ
て
い
る
と
し
、
上
級
階
層
の

非
人
間
的
な
行
動
を
正
当
化
さ

せ
、
下
層
階
級
を
そ
の
位
置
に

と
ど
ま
ら
せ
る
と
い
う
。

　

米
国
社
会
は
白
人
を
頂
点
と

し
た
カ
ー
ス
ト
社
会
だ
と
著
者

は
言
う
。
米
国
社
会
に
参
加
す

る
者
は
、
自
分
が
ど
の
位
置
に

属
す
る
の
か
を
意
識
さ
せ
ら
れ

る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
前
ナ
チ
ス
は
、
人
種
を
隔

て
る
米
国
の
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
法

を
研
究
し
た
。
米
国
の
差
別
は
、

黒
人
の
血
統
が
少
し
で
も
入
っ

た
ら
黒
人
と
見
做
さ
れ
る
こ
と

か
ら
も
、
単
な
る
肌
の
色
か
ら

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
人

種
差
別
を
理
解
す
る
に
は
、
社

会
に
存
在
す
る
カ
ー
ス
ト
制
度

の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
と
著
者

は
語
る
。︵
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ッ

ク
ジ
ャ
ム
編
集
長
／
秦
隆
司
︶

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　

第
10
回
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
・
フ

ォ
ー
・
３
・
11
東
日
本
大
震
災

オ
ン
ラ
イ
ン
追
悼
式
典
が
、
３

月
６
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
る
。
多
大
な
被
害
と
犠

牲
者
を
生
ん
だ
大
震
災
か
ら
10

年
、
変
わ
ら
ぬ
思
い
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
被
災
地
に
寄
り
添

う
日
本
人
た
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
た
ち
が
い
る
。
呼
び
か
け

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
追

悼
式
典
を
主
催
す
る
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
、

ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
・
フ
ォ
ー
・
３
・

11
の
代
表
、
Ａ
Ｋ
こ
と
柿
原
朱

美
さ
ん
だ
。

　

本
業
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
。U

N
IV

E
R

SA
L M

U
SIC

 
JA

PA
N

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
14

枚
の
ア
ル
バ
ム
、
２
０
０
曲
以

上
を
こ
れ
ま
で
リ
リ
ー
ス
し
、

数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み
出
し

た
。 

２
０
０
１
年
、
9
月
10

日
か
ら
Ｎ
Ｙ
に
在
住
し
、
全
米

デ
ビ
ュ
ー
シ
ン
グ
ル
が
世
界
中

で
1
位
と
な
る
。
昨
年
は
２
曲

手
が
け
、
咲
妃
み
ゆ
の
﹁
オ
ン

リ
ー
ユ
ー
﹂
が
９
月
に
オ
リ
コ

ン
で
ト
ッ
プ
10
に
入
っ
た
。

　

歌
が
被
災
地
と
の
絆
を
作
っ

た
。東
日
本
大
震
災
の
数
日
後
、

日
本
人
女
性
の
友
人
た
ち
の
集

ま
り
で
街
頭
募
金
に
立
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
１
０
０
以
上
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
賛
同
し

て
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
を
立
ち
上
げ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
も

協
力
す
る
国
家
事
業
的
イ
ベ
ン

ト
に
拡
大
し
た
。
今
年
は
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
追
悼
式
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
で
実
施
す
る
。﹁
離

れ
て
い
て
も
心
は
繋
が
る
、
思

い
は
寄
せ
ら
れ
る
、
祈
る
こ
と

は
で
き
る
。
コ
ロ
ナ
は
い
ろ
ん

な
自
由
を
奪
っ
た
け
れ
ど
、
同

時
に
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
新

し
い
こ
と
を
生
み
出
す
力
を
皆

さ
ん
に
与
え
た
﹂。
東
北
に
何

度
も
行
く
う
ち
に
両
親
が
い
る

故
郷
広
島
と
は
別
に
東
北
が
第

二
の
故
郷
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

少
女
の
頃
か
ら
歌
手
に
な
る

の
が
夢
で
、
広
島
で
小
学
校
５

年
生
の
時
に
雑
誌
の
作
詞
作
曲

の
募
集
に
応
募
し
て
最
優
秀
次

席
に
選
ば
れ
小
椋
佳
か
ら
直
筆

の
手
紙
が
届
い
た
。﹁
あ
な
た

の
詩
に
は
才
能
が
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
﹂
と

あ
っ
た
。
歌
手
に
な
る
夢
を

叶
え
る
に
は
上
京
し
か
な
い

と
、
両
親
を
説
得
す
る
た
め
ビ

オ
ラ
で
音
楽
大
学
進
学
を
目
指

し
日
大
芸
術
学
部
の
音
楽
科
に

進
ん
だ
。
３
年
の
時
に
歌
手
プ

ロ
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
時
初
め
て

親
に
﹁
最
初
か
ら
歌
手
に
な
る

つ
も
り
だ
っ
た
﹂
と
白
状
し

た
。
父
親
は
﹁
わ
か
っ
て
い
た

よ
。
自
分
の
夢
に
進
み
な
さ

い
﹂
と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ

た
。﹁
曲
作
り
は
、
パ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
る
限
り
80
に
な
っ
て
も

で
き
る
。
情
熱
を
失
わ
な
い
人

生
と
向
上
心
を
忘
れ
ず
に
生

き
て
い
き
た
い
﹂
と
話
し
た
。

追
悼
式
典
は
３
月
６
日
︵
土
︶

午
後
８
時
か
ら
９
時
ま
で

︵

詳

細

：facebook.com
/

T
O

G
E

T
H

E
R

F
O

R
311

︶
。

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
本

人
提
供
︶

東
日
本
大
震
災
被
災
地
と
Ｎ
Ｙ
結
ぶ

　シンガーソングライター

AK さん

 千葉真知子の

 ART COOKING

蓮
根
チ
ー
ズ
和
え

の
お
も
て
な
し
に
も
お
す
す
め

で
き
る
１
品
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
蓮
根
の
歯
ざ
わ
り
と
チ

ー
ズ
と
の
相
性
が
抜
群
で
箸
が

す
す
み
ま
す
。

作
り
方

１　

蓮
根
は
皮
を
む
い
て
乱
切

り
に
し
ま
す
。

２　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
て
①
の
蓮
根
を

加
え
て
中
ま
で
火
が
通
る
ま
で

は
し
で
丁
寧
に
炒
め
ま
す
。

３　

②
の
蓮
根
に
火
が
通
っ
た

ら
、
塩
、
胡
椒
を
し
、
し
ょ
う

ゆ
を
少
々
加
え
て
混
ぜ
ま
す
。

最
後
に
チ
ー
ズ
を
加
え
て
さ
っ

と
混
ぜ
、
チ
ー
ズ
が
溶
け
て
蓮

根
に
絡
み
つ
い
た
ら
火
を
止
め

て
器
に
盛
り
つ
け
ま
す
。

材料
蓮根 .........................1 本約 300g

（太めのれんこんがおすすめ）　
ピザ用チーズ ........................60g
オリーブオイル ...................大１
塩、胡椒、醤油 ...............各少々

　

蓮
根
は
輪
切
り
に
す
る
と
無

数
の
穴
が
あ
り
ま
す
が
、﹁
先

を
見
通
す
﹂
こ
と
か
ら
縁
起
が

良
い
と
さ
れ
、
お
正
月
の
お
節

料
理
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
切
っ

た
時
の
ね
ば
ね
ば
は
ム
チ
ン
と

い
う
水
溶
性
の
食
物
繊
維
で
滋

養
強
壮
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

蓮
根
は
炒
め
物
、
煮
物
、
天

ぷ
ら
、
酢
の
も
の
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
お
料
理
に
使
わ
れ
ま
す

が
、
チ
ー
ズ
を
混
ぜ
る
だ
け
の

簡
単
で
、
し
か
も
パ
ー
テ
ィ
ー

http://www.salon-oasis.net
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://maliliko.com
https://www.joes.or.jp/
http://www.idocenter.com
https://www.facebook.com/TOGETHERFOR311
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